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序     文 
 

独立行政法人国際協力機構は、キルギス共和国関係機関との討議議事録（R/D）等に基づき、

キルギス共和国道路維持管理能力強化プロジェクトを 2008 年 3 月から 2011 年 9 月までの計画で

実施しております。 

今次終了時評価調査は、プロジェクト終了時まで数カ月となった段階で、本プロジェクトの活

動実績や目標達成度、成果、今後の課題等を調査、分析、確認し、評価 5 項目の観点から評価を

行うとともに、キルギス共和国側と協議、共有したうえでミニッツに取りまとめました。本報告

書は、今回の調査結果を取りまとめたものです。 

ここに、本調査にあたりご協力を賜りました関係各位に対しまして深甚なる謝意を表しますと

ともに、今後のプロジェクトの実施・運営にあたり、関係各位の更なるご協力をお願いする次第

です。 

 

平成 23 年 6 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
経済基盤開発部長 小西 淳文 
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 略 語 正式名称 和訳・解説 

A AASHTO 
American Association of State 
Highway and Transportation Officials 

米運輸交通担当者協会 

 ADB Asian Development Bank  アジア開発銀行 

D DAC Development Assistance Committee  開発援助委員会 

 DEP （Road Maintenance Office）  （道路維持管理事務所） 

I IRI International Roughness Index  国際ラフネス指数 

J JCC Joint Coordination Committee  合同調整委員会 

K KRI Kyrgyz Roughness Index  キルギス・ラフネス指数 

M M/M Minutes of Meeting  ミニッツ 

 MOTC 
Ministry of Transport and 
Communications  

運輸通信省 

O OECD 
Organization for Economic 
Cooperation and Development  

経済協力開発機構 

 OJT On the Job Training  オンザジョブ・トレーニング 

P PDCA Plan-Do-Check-Action  計画・実施・検討・対処 

 PDM Project Design Matrix  
プロジェクト・デザイン・マトリック

ス 
 PLUAD （Regional Road Maintenance Unit） （地方道路維持管理ユニット） 

 PO Plan of Operation  活動計画表 

R R/D Record of Discussion  討議議事録 

U UAD （Motor Road Maintenance Unit） （主要国道維持管理ユニット） 

V VIMS Vehicle Intelligent Monitoring System
舗装平坦度測定装置（巡回車による舗

装・伸縮装置の高頻度簡易診断システ

ム） 
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終了時評価結果要約表 
１．案件の概要 

国 名：キルギス共和国 案件名：道路維持管理能力向上プロジェクト 
分 野：運輸交通 援助形態：技術協力（業務委託契約による） 
所轄部署：JICA 経済基盤開発部 協力金額（評価時点）：約 2 億 1,000 万円 

協力期間

（R/D）：2008 年 3 月 15 日～

2011 年 3 月 14 日 
（延長）：2011 年 3 月 15 日～

2011 年 9 月 30 日 

先方関係機関：運輸通信省（MOTC） 
日本側協力機関：株式会社片平エンジニアリング・

インターナショナル 
他の関連協力：長期派遣専門家（道路行政アドバイ

ザー）、無償資金協力（ナリン州道路

維持管理用機材整備計画） 
１－１ 協力の背景と概要 

キルギス共和国（以下、「キルギス」と記す）の運輸セクターは 95％を道路交通に依存して

おり、中央アジア地域ひいては南西アジア地域を結ぶ域内交通手段としてのみならず、地域住

民の生活道路としても重要な機能を担っている。現在、キルギスには約 3 万 4,000km に及ぶ道

路網が整備されており、農道や工業道路を除く約 1 万 9,000km の公道を運輸通信省（Ministry of 
Transport and Communications：MOTC）が管理しているが、舗装率も 40％と低く、援助機関が

改修した道路を除けば、都市間を結ぶ幹線道路の状態も良好とはいえない。年間約 200km の道

路網が維持管理不足のために機能を失っていると推定されており、道路改修、維持管理能力向

上は喫緊の課題となっている。 
道路維持管理に必要な道路台帳はソ連崩壊以降ほとんど更新されておらず、舗装設計もソ連

時代の基準や米運輸交通担当者協会（American Association of State Highway and Transportation 
Officials：AASHTO）の基準が並行して使用されるなど、整理が必要な状態である。また、ラ

イフサイクルコストを考慮した維持管理を行っておらず、効率的な業務の阻害要因となってい

る。 
キルギス政府は、これらの課題に対処するため、技術協力プロジェクト「道路維持管理能力

向上プロジェクト」及び長期専門家「道路行政アドバイザー」派遣をわが国に要請した。 
 
１－２ 協力内容 

本プロジェクトは、キルギス国内の道路網の適切な整備・維持管理を実現するため、MOTC
に対して実施体制の確立、技術力の向上のための協力を行うものである。 

 
(1) 上位目標 

道路網が適正に整備・維持管理されることにより、経済活動が促進及び地方住民の公共

インフラのアクセサビリティー向上が達成される。 
 

(2) プロジェクト目標 
道路網整備・維持管理に係る能力・技術が向上するとともに、実施体制が確立される。 

 
(3) アウトプット 

1 新たな道路台帳が整備される。 
2 道路設計基準が適切に運用される。 
3 道路維持管理に係る工事監理技術が向上する。 
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(4) 投 入 
日本側：総投入額 約 2 億 1,000 万円 専門家派遣 9 名（47.77 人月）、本邦研修受入れ

10 名、機材供与 1,494 万 5,000 円、ローカルコスト負担 1,734 万 8,000 円 
キルギス側：カウンターパート配置約 20 名、日本人専門家執務室提供、材料試験室改装、

パイロット・プロジェクト予算ほかプロジェクト運営費 
２．評価調査団の概要 

調査者 

総括/団長： 恒岡 伸幸 JICA 国際協力専門員 
協力企画： 北口 喜教 JICA 経済基盤開発部 運輸交通・情報通信グループ

運輸交通・情報通信第三課 
評価分析： 大迫 正弘 有限会社ネフカ 

調査期間 2011 年 5 月 27 日～6 月 11 日 評価種類：終了時評価 
３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

(1) プロジェクト目標 
達成度：B1。①道路維持管理マニュアルはほぼ完成し、その作成と並行して全国の維持

管理ユニット［地方道路維持管理ユニット（Regional Road Maintenance Unit：PLUAD）/主
要国道維持管理ユニット（Motor Road Maintenance Unit：UAD）］を対象にマニュアルの紹

介セミナーを実施しているが、その知識がセミナー参加者に限られる傾向があり、実質的

な全国展開に至っていない。②道路台帳フォーマットはほぼ完成し、セミナーを通じて全

PLUAD/UAD に配布されている。また、道路台帳作成のために全 PLUAD/UAD にプロジェ

クトを通じてパソコン及び通信機器が供与され、実施体制は整っている。③品質管理に関

しては、材料試験室向け試験機器が調達され、試験方法に関するハンドブックも完成して

いるが、試験機器を所有していない地区では研修を受けても実践できず、地方部における

展開に課題が残る。④道路維持管理の外部委託及び民営化に関しては、アジア開発銀行

（Asian Development Bank：ADB）が同様の調査を実施していること、キルギス国内全土を

対象にした民間建設会社の実態調査を実施した結果、民間建設会社が十分に育っていない

ことなどが判明し、本プロジェクトでは当該活動の実施を取りやめている。⑤舗装状態の

モニタリング評価手法に関しては、本プロジェクトと道路行政アドバイザーが協同で、簡

易で廉価な道路舗装の舗装平坦度測定装置（Vehicle Intelligent Monitoring System：VIMS）
を導入し、試行的に主要道路 5,400km のうち 1,800km の国際ラフネス指数（International 
Roughness Index：IRI）計測を行った。VIMS を操作できる技術者も育成され、舗装のモニ

タリング評価手法は確立されたとみなされる。 
 

(2) アウトプット 
1) アウトプット 1：新たな道路台帳が整備される。 

達成度 A2。新道路修理台帳のフォーマット作成はほぼ完了。モデル地区での新道路台

帳の作成は完了したが、モデル地区以外での道路台帳作成は進行中。道路破損状況を IRI
で示すシステムが整備され、道路台帳上で修理必要箇所を明示できるようになった。 

 
2) アウトプット 2：道路設計基準が適切に運用される。 

達成度 B。道路設計基準項目の確定並びにアスファルト舗装設計マニュアルの作成は

                                                   
1 達成度 B：プロジェクト終了時までにほぼ達成される見込み。 
2 達成度 A：プロジェクト終了時までに達成される見込み。 
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完了している。研修を通して現道調査の実施方法が理解され、モデル地区では実際に現

道調査が実施されたが、モデル地区以外では実施には至っていない。材料試験室での材

料試験はできるようになっており、試験室スタッフは研修の講師を務められるレベルに

まで能力を高めている。アスファルト配合は、ある程度のことはできるようになったが、

多少の課題を残している。アスファルト舗装修理設計に関しては、プロジェクト終了時

までに訓練を実施する予定。 
 

3) アウトプット 3：道路維持管理に係る工事監理技術が向上する。 
達成度 B。道路維持管理マニュアルは最終仕上げ段階にあり、プロジェクト終了時ま

でに完成する予定。並行してマニュアルに関するセミナーが開催されており、普及はセ

ミナーをもって行う予定である。現場管理は、パイロット・プロジェクトでのオンザジ

ョブ・トレーニング（On the Job Training：OJT）及び現場管理セミナーを通じて導入が

図られた。施工計画は、施工数量（修理必要箇所数）の確定が困難であるところから、

作成されていない。道路維持管理の外部委託に関する活動は、上述のとおり、ADB の調

査と重複することなどから、本プロジェクトでの実施は中止されている。 
 
３－２ 評価結果の要約 

(1) 妥当性：非常に高い 
キルギスの国家開発計画「Country Development Strategy 2007-2010」、及び日本の対キル

ギス国別援助計画「Country Assistance Program for the Kyrgyz Republic（04.2009）」はともに、

開発重点項目として、経済成長のための基盤整備のひとつとして交通インフラの整備を挙

げている。地域のニーズとしては、キルギスの主要国道はアジア・ハイウェイの一部とし

て位置づけられており、維持管理能力向上による道路整備は国際的にも大きく期待されて

いるところである。 
 

(2) 有効性：中程度 
2010 年 4 月の政変による 4 カ月間にわたる活動停止、それ以前から続いていた政府関係

機関の組織改編など、本プロジェクトをとりまく環境は必ずしも順調なものではなかった

が、その中にあっても、新道路台帳フォーマットの作成（アウトプット 1）、道路設計基準

に係るマニュアル類の作成（アウトプット 2）、舗装状況のモニタリング評価手法の導入（ア

ウトプット 3）などの成果はプロジェクト終了時までにほぼ達成される見込みである。ま

た、これら体制整備のプロセスを通じて、MOTC 職員の道路維持管理に関する技術力及び

マネジメント力の向上（プロジェクト目標）が図られている。ただし、これら新たに整備

された体制やシステムが、本プロジェクトの対象地域であるキルギス全土には十分に広ま

っていないことから、有効性には一部課題を残すことになった。 
 

(3) 効率性：高い 
本技術協力プロジェクト、長期専門家派遣（道路行政アドバイザー）、無償資金協力（ナ

リン州道路維持管理用機材整備計画）の 3 つの異なる支援事業が互いに連携しあってプロ

グラム的なアプローチを形成したことにより、経費的、時間的に効率的なプロジェクト実

施を可能とした。また、新たな舗装平坦度測定装置 VIMS を導入したことにより、簡易で

廉価な道路舗装のモニタリング評価を可能とした。投入の量、質、タイミングに関しては、

キルギス側、日本側とも、ほぼ計画どおりであった。 
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(4) インパクト：非常に高い 
1) 上位目標の達成見込み 

現時点では評価不能。指標となっている IRI、冬期道路閉鎖日数とも、計測データが

存在せず、現時点では評価は困難といわざるを得ない。評価チームは、今後、道路行政

アドバイザーの指導の下、データの計測及び収集を進め、その達成度を自己評価するこ

とを MOTC に提言した。 
 

2) その他のインパクト 
・ キルギスにおける橋梁維持管理及び冬期道路維持管理の重要性を強く認識した日本

人専門家からの提案に基づき、プロジェクトでこれら 2 点のマニュアルが作成され

た。これは、MOTC 職員が有していた道路維持管理のスコープの概念を拡大するこ

とにつながった。 
・ 現在、世界銀行がキルギスにおける道路資産管理（Road Asset Management）プロジ

ェクトを計画中であるが、これは、本プロジェクトが生み出してきた収集データや

道路維持管理システムを土台にして計画されているものであり、本プロジェクトの

成果が前提となっている。 
 

(5) 持続性：中程度 
1) 政策面 

上記３－２(1)のとおり、キルギスの開発政策は道路維持管理を重点項目に指定してい

る。また、キルギス側関係者のインタビューによると、次期道路開発計画「Road Sector 
Development Strategy」も、内容的には現行から大きく変わるものではなく、今後も政策

的な支援が期待できる。 
 

2) 組織面 
MOTC の技術者の年齢構成には大きな偏りがあり、今後 5 年から 10 年といった中長

期のうちに大量の熟練技術者の退職が予想される。 
 

3) 財政面 
MOTC の年間総予算は、2009 年までは増加傾向にあったが、2010 年以降、減少傾向

にある。また、総額においては、増加傾向にあった 2009 年以前から現在に至るまで、必

要額には及んでいない。 
 

4) 技術面 
本プロジェクトは、各種マニュアルやフォーマット、調査手法などの整備を通して道

路維持管理システムの基盤を構築し、また、その作業を通じてキルギス側カウンターパ

ートのマネジメント能力向上を意図するものである。したがって、現場における施工や

補修などの実践力の向上は、本プロジェクトのスコープ外に置かれており、実践は今後

の MOTC の課題となる。本プロジェクトによって構築されたシステムを全国規模で普

及・実践していくために、MOTC の更なる技術力の向上が期待される。 
 
３－３ 効果発現に貢献した要因 

(1) 計画内容に関すること 
・ 本プロジェクトのスコープは、道路維持管理の計画・実施・検討・対処
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（Plan-Do-Check-Action：PDCA）サイクルを過不足なく一巡して道路維持管理システ

ムの基礎を形成する計画になっている。これにより道路維持管理における課題を踏ま

えたうえで、その改善を図りつつ、維持管理サイクルの定着を促すことが可能になっ

た。 
 

(2) 実施プロセスに関すること 
・ 活動実施にあたっては、日本人専門家の指導の下、キルギス側カウンターパートが中

心となって活動を進める方針で臨んでいる。その結果、キルギス側のオーナーシップ

醸成が可能になった。 
・ 本技術協力プロジェクト、長期専門家派遣（道路行政アドバイザー）、無償資金協力（ナ

リン州道路維持管理用機材整備計画）の 3 つの異なるスキームが連携しあってプログ

ラム的なアプローチを形成したことは特筆に値する。道路行政アドバイザーが、建設、

修復、復元、維持管理といった道路行政全般にわたる総合的な視点に立った調整と提

言を行い、無償資金協力が必要な施設及び機材を調達し、技術協力プロジェクトがそ

れらの施設及び機材を用いてシステム構築並びに技術移転を行う、というように道路

維持管理サイクルの確立に必要な各要素が 3 つのスキームにより整備された。 
・ 道路維持管理の外部委託（上記３－１(1) 参照）に関して、ADB が類似調査を行って

いることを察知して本プロジェクトでの実施を中止し、また、その際に、JICA キルギ

ス事務所の支援を得て、全州対象の民間建設業者調査を行い、活動中止の判断に確固

たる裏付けを確保した。その結果、正確な情報に基づく柔軟なプロジェクトマネジメ

ントが可能になった。 
・ 合同調整員会（Joint Coordination Committee：JCC）議長を運輸通信大臣が務め、財政

難のなかで材料試験所の改装を含むパイロット・プロジェクト予算を全額 MOTC が負

担し、政変後の組織改編のなかでも核になるカウンターパートを変更せずに確保した。

その結果、キルギス側の主体的かつ継続的な本プロジェクトへの取り組みが実現され

た。 
・ 日本人専門家とカウンターパートとの週会議、カウンターパート会議、実行委員会議、

パイロット・プロジェクト担当 PLUAD/UAD との週会議など、会議体が整然と形づく

られ、実行されてきている。その結果、関係者間での意思疎通が可能になり、信頼関

係の構築も促進された。 
 

３－４ 効果発現を阻害した要因 

(1) 計画内容に関すること 
・ 本プロジェクトで、材料試験室の機材が供与され、職員の訓練が行われた。しかし、

試験室の役割や機能が現行の MOTC の組織的・制度的構造の中に明確に位置づけられ

ていないため、試験室の活動が MOTC や地方事務所の間で認識されておらず、試験室

の仕事がほとんどないといった状況や雇用状態の不安定さが職員の士気の低下をもた

らしている。この課題について、評価チームは試験室の機能、責任の明確化を MOTC
に提言した。 
 

(2) 実施プロセスに関すること 
・ 2010 年 4 月の政変により 4 カ月間にわたる活動停止を余儀なくされた。これを受けて、

協力期間を 6.5 カ月延長したことにより、プロジェクト目標は達成される見込みがあ

る程度たったといえる。なお、政変以前に始まった政府関係機関の組織改編は政変後
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も引き続き、本評価時に至ってもその影響は続いている。 
 
３－５ 結 論 

本プロジェクトがめざしたのは、キルギス全土を対象とした、道路維持管理システムの構築

と、そのプロセスを通じた MOTC のマネジメント能力の向上である。日本人専門家の指導の下、

新道路台帳のフォーマット作成、試験室での品質管理を含む各種道路維持管理マニュアルの整

備、道路設計基準の整理などが MOTC 職員によって行われ、その成果はセミナーや研修を通じ

て全国の PLUAD/UAD に周知された。一方、これらのプロジェクトの成果がセミナーや研修の

参加者にとどまっており、国内全土への普及には至っていない現状が観察された。以上のこと

から、合同評価チームは、本プロジェクトがめざした当初の目標は達成の途上にあるものの、

全国普及に課題を残していると結論づけ、全国レベルの普及、定着は MOTC が今後取り組むべ

き課題として整理し、予定どおり 2011 年 9 月末で事業を終了することとする。 
 
３－６ 提 言 

(1) プロジェクトに対する提言 
① プロジェクトには、新道路台帳フォーマットの最終仕上げ、道路設計マニュアルを用

いた訓練指導、道路維持管理マニュアルの最終仕上げとそれを用いた地方研修など、

プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）に示された活

動で完了していないものを本年（2011 年）8 月までにすべて完了させることを提言す

る。 
② また、終了時までの期間を最大限に活用して、本プロジェクトの成果を可能な限り全

国に普及拡大することを提言する。 
 

(2) MOTC に対する提言 
① MOTC には、本プロジェクトによって整備されたシステムを全国規模で普及・実践し

ていくことを提言する。 
② 新道路台帳のフォーマットが整備され、プロジェクト終了時までに全 PLUAD/UAD が

それを用いて道路台帳を作成することになっている。モデル地区以外での道路台帳作

成は進行中であることから、MOTC には、PLUAD/UAD の道路台帳作成の支援とフォ

ローアップを行うことを提言する。道路台帳は、道路状態の追跡調査、補修・修復計

画の策定、維持管理費用の見積もり、より緻密な維持管理のための道路区分などとい

った道路管理者が行う業務に基礎情報を提供するものである。MOTC には、新道路台

帳を全国規模で活用することにより、より一層の道路維持管理の改善が期待される。 
③ MOTC が有する材料試験室は、本プロジェクトが試験機器を供与したコチコールの試

験室 1 カ所のみであるが、その試験室職員の雇用状態が不安定なため（非常勤雇用で

年間 3 カ月の解雇期間がある）、持続性に危惧が残る。MOTC には、試験室職員の雇

用状態改善のために、何らかの手段を講じることを提言する。 
④ また、MOTC には、同材料試験室の所掌業務と機能及び責任を明確に規定すること、

並びに、試験機器の適切な維持管理のために必要な投入を継続的に提供することを提

言する。 
⑤ その重要性にかんがみ、プロジェクトは、当初予定されていなかった橋梁の維持管理

と道路の冬期維持管理のマニュアルを作成し、MOTC におけるこれらの維持管理に端

緒をつけた。MOTC には、これらの業務をプロジェクトから引き継ぎ、更に推進する

ことを提言する。 
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⑥ MOTC には、今後、適切な道路維持管理を継続して実施していくために、安定的な財

源の確保に努めることを提言する。 
 

(3) JICA に対する提言 
① JICA には、本プロジェクトによって整備された道路維持管理システムの一層の推進の

ために、継続して MOTC を支援することを提言する。 
② 上記のとおり、MOTC には、本プロジェクトによって整備された道路維持管理システ

ムを全国的に展開し実践していくことが期待されている。JICA 道路行政アドバイザー

には、建設、修復、復元などを含む道路行政全体の構図の中に維持管理を適切に位置

づけるべく、MOTC を支援することを提言する。 
③ また、道路行政アドバイザーには、本プロジェクトによって導入された舗装平坦度測

定装置（VIMS）を用いて主要幹線道の平坦度測定を実行するべく、MOTC を支援す

ることを提言する。 
④ JICA には、本プロジェクトによって供与された機材が適切に使用され、保守・維持管

理されるべく、MOTC に対する支援を継続することを提言する。 
⑤ MOTC が橋梁などの構造物の維持管理業務を引き続き推進するにあたり、道路行政ア

ドバイザーや更なる技術協力プロジェクトを通して構造物の点検、点検結果の評価・

判定、補修・補強に関する技術的支援を行うことを提言する。併せて、JICA には、構

造物の維持管理に必要となる機材を MOTC に対して支援することを提言する。 
 
３－７ 教 訓 

① 制度（システム）や技術文書（マニュアル等）は、カウンターパートの必要性と技術レ

ベルに応じたものとすることが肝要である。また、いかに現状の課題を踏まえて、それ

らの改善を図るかということも重要である。本プロジェクトが採用したアプローチは、

カウンターパートの多様なニーズに対応し、彼らの事業運営方法や日常業務を改善し、

ひいては適切な道路維持管理を実現するうえで有効に作用した。 
② 本プロジェクトで、ある PLUAD に対して、アスファルト舗装の品質管理のための機材

が供与され、材料試験室の職員の訓練が行われた。しかし、試験室の役割や、いかに試

験室を使っていくかといったことが、現行の MOTC の組織的・制度的構造の中に明確に

位置づけられていない。そのため、試験室の活動が MOTC や PLUAD/UAD の間で広く

認識されておらず、試験室の仕事がほとんどないといった状況や雇用状態の不安定さが

職員の士気の低下をもたらしている。技術協力プロジェクトの実施にあたっては、対象

とする機関・組織の技術向上だけでなく、それら機関・組織の責任範囲や役割の明確化

に向けた提言・支援を行うことも成果発現の有効な手段のひとつであるといえる。 
③ 本プロジェクトでは、日本人専門家とカウンターパートとの週会議、パイロット・プロ

ジェクト担当 PLUAD/UAD との週会議、JCC 等を通じて日本側とキルギス側で密にコミ

ュニケーションを取り、両者の信頼関係構築が図られた。カウンターパート機関等との

コミュニケーション促進、積極的なコミットメント推進のためには定期的な会議、JCC
の開催が有効な手段のひとつであるといえる。 

④ プロジェクトが成功するためには、そのスコープが明確になっている必要がある。スコ

ープに焦点を定めつつ、期待された目標を達成することが最も重要な課題となる。しか

し、このようなアプローチは、ときに硬直的な状況をつくり出し、ひいてはプロジェク

トの成功が制限される結果となることがある。本プロジェクトは、道路行政アドバイザ

ー、無償資金協力によって供与された機材、キルギス側の投入などといった外的な資源
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（リソース）を巧みに招き入れ、活用してきている。道路維持管理は多様な関係者が多

様な要素にかかわる活動であり、それゆえ、このようなプログラム的なアプローチが、

本プロジェクトの成功要因のひとつとなっている。このように JICA の他プロジェクト

や必要に応じて他ドナー等の支援と連携し、プログラム的アプローチを採ることが成果

発現の有効な手段のひとつであるといえる。 
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はじめに 
 

キルギス共和国（以下、「キルギス」と記す）の経済活動の促進、地域住民の利便性の向上の

ため、幹線道路網が適正に整備・維持管理されることが重要であり、運輸通信省（Ministry of 
Transport and Communications：MOTC）の道路網整備・維持管理に係る能力・技術向上及び実施

体制の確立が必要とされている。これらの課題に対処するため、キルギス政府の要請に基づき、

技術協力プロジェクト「道路維持管理能力向上プロジェクト」が 2008 年 3 月から 2011 年 3 月の

予定で開始された。なお、2010 年 4 月の政変に伴うプロジェクトの中断により、協力期間が 2011
年 9 月まで延長されている。 

今回の終了時評価調査は、協力期間終了まで約 3 カ月となった段階で、プロジェクトの成果、

達成状況を確認し、案件終了時までの課題を整理し、プロジェクト関係者への提言を行うととも

に、他の案件への教訓を得ることを目的として実施した。本調査では、第 2 年次の合同調整委員

会（Joint Coordination Committee：JCC）で協議・合意された改訂版プロジェクト・デザイン・マ

トリックス（Project Design Matrix：PDM）が、プロジェクト開始当初の PDM と同じ目標レベル

をもちつつも、より現状に則した計画になっていることを確認したうえで、改訂版 PDM により

評価を行った。評価はキスギス側から指名された 2 名の評価者と合同評価チームを形成し、評価

結果を JCC に伝え、キルギス政府とミニッツ（Minutes of Meeting：M/M）として評価結果を合意

確認した。 
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第１章 終了時評価調査の概要 
 
１－１ 評価の目的 

本終了時評価の目的は以下のとおりである。 
① プロジェクト討議議事録（Record of Discussion：R/D）、PDM、活動計画表（Plan of Operation：

PO）に基づいて、プロジェクトの諸目標の達成状況及び成果を検証する。 
② 5 項目評価の視点に基づき、プロジェクトの成果を評価する。 
③ 当該プロジェクトに対する提言及び将来の類似プロジェクトに対する教訓を導き出す。 
④ キルギス側及び日本側関係者に対する説明責任を果たす。 

 
１－２ 評価方法 

本評価調査は、『新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版（2010 年 6 月）』に定められた評価方法

に基づき、キルギス側と日本側双方から成る合同評価チームを結成して実施したものである。 
調査方法としては、文献調査（既存報告書の分析）、現地視察、関係者へのインタビューを用

いた。これらの調査を通して、経済協力開発機構（Organization for Economic Cooperation and 
Development：OECD）の開発援助委員会（Development Assistance Committee：DAC）が推奨する

評価 5 項目の観点からプロジェクトの評価を行い、その評価結果から提言及び教訓を導き出し報

告書に取りまとめた。評価 5 項目の概要は以下のとおり。 
 

(1) 妥当性 
プロジェクト目標及び上位目標が当該国の開発政策、受益者のニーズ、わが国の援助方針

等と合致しているかどうかを評価する。 
 

(2) 有効性 
プロジェクト目標が期待どおり達成されているか、あるいはプロジェクト終了時までに達

成する見込みであるか、そして、それがプロジェクト活動及びアウトプットによってもたら

されるものであるかどうかを評価する。 
 

(3) 効率性 
少ない投入で大きなアウトプットが達成されているかどうかを評価する。投入の評価とし

て、投入の質、量、タイミングなどが適切であったか、投入資源が適切・効率的に使用され

たかどうかなども評価する。 
 

(4) インパクト 
プロジェクト実施によりもたらされた直接・間接の正負のインパクトを評価する。上位目

標は直接的な正のインパクトのひとつであり、その達成度あるいは達成の見込みも評価する。 
 

(5) 自立発展性 
援助終了後もプロジェクトがもたらした開発効果が持続ないし自立発展するかどうかを、

国家政策面、組織的側面、財政的側面、技術的側面等から評価する。 
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１－３ 評価調査団の構成 

合同評価チームのメンバーは以下の表に示すとおりである。 
 

(1) キルギス側 

 氏 名 所 属 

1 Mr. Osoev Erkin Head of Kyrgyz-Japan Projects Implementation Work Group, MOTC 

2 Mr. Jolochiev Kuban Chief Specialist, Department of Roads and Railways, MOTC 

 
(2) 日本側 

 担当業務 氏 名 所 属 

1 団長・総括 恒岡 伸幸 JICA 国際協力専門員 

2 協力企画 北口 喜教 
JICA 経済基盤開発部 運輸交通・情報通信グル

ープ 運輸交通・情報通信第三課 
3 評価分析 大迫 正弘 有限会社ネフカ 

 
１－４ 調査日程 

2011 年 5 月 27 日から 6 月 11 日 
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第２章 プロジェクトの概要 
 
２－１ プロジェクトの背景 

キルギスの運輸セクターは 95％を道路交通に依存しており、中央アジア地域ひいては南西アジ

ア地域を結ぶ域内交通手段としてのみならず、地域住民の生活道路としても重要な機能を担って

いる。現在、キルギスには約 3 万 4,000km に及ぶ道路網が整備されており、農道や工業道路を除

く約 1 万 9,000km の公道を MOTC が管理しているが、舗装率も 40％と低く、援助機関が改修し

た道路を除けば、都市間を結ぶ幹線道路の状態も良好とはいえない。年間約 200km の道路網が維

持管理不足のために機能を失っていると推定されており、道路改修、維持管理能力向上は喫緊の

課題となっている。 
道路維持管理に必要な道路台帳はソ連崩壊以降ほとんど更新されておらず、舗装設計もソ連時

代の基準や米運輸交通担当者協会（American Association of State Highway and Transportation 
Officials：AASHTO）の基準が並行して使用されるなど、整理が必要な状態である。また、ライ

フサイクルコストを考慮した維持管理を行っておらず、効率的な業務の阻害要因となっている。 
キルギス政府は、これらの課題に対処するため、技術協力プロジェクト「道路維持管理能力向

上プロジェクト」をわが国に要請した。これを受けた JICA は 2007 年 10～11 月に事前調査を実

施し、技術協力プロジェクト「道路維持管理能力向上プロジェクト」の要請内容の妥当性を確認

のうえ、具体的なプロジェクトの概要についてキルギス関係者と協議したうえで、2008 年 3 月か

ら MOTC をカウンターパートとしたプロジェクトを開始することを合意した M/M の署名を行っ

た。また、2008 年 1 月に案件実施に係る R/D の署名を行った。合意された M/M のポイントは以

下のとおりである。 
・ 道路台帳については必要な項目を整理した台帳様式を作成し、広く国内に普及させる。 
・ 道路設計基準については、実際に活用されている基準の分析を行い、MOTC が実用的に活

用できるマニュアルを整備する。 
・ 道路維持管理手法については無償資金協力の主な機材が配備されているコチコール（第 

955 道路維持管理事務所）を中心として実施し、キルギス各地からの研修生を受け入れる

研修拠点づくりを行う。 
 
２－２ プロジェクト計画の概要 

プロジェクトは当初、R/D に添付された 2008 年 4 月時点のプロジェクト計画 PDM-1（付属資

料 3. 参照）に則って活動を開始した。その後、プロジェクトの実施過程を通じてキルギスの道路

事情がより詳細に明らかになったため、プロジェクト計画の見直しが行われ、改訂版 PDM-2（付

属資料 3. 参照）としてまとめられた。PDM-2 は、2009 年 4 月、合同調整委員会（JCC）で協議

され、それ以降、本評価時点に至るまで、プロジェクトは PDM-2 に則って実施されてきている。

PDM-2 は、より現状に即した実効性の高いプロジェクト計画として関係者に認められ、それに則

ってプロジェクトが実施されてきたこと、当初計画をより具体化・詳細化したものであり、目標

の内容やレベルに関する実質的な変更を行ったものではないことなどにかんがみ、評価チームは

PDM-2 をもって本評価を行うこととした。 
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２－２－１ プロジェクトの諸目標 
(1) 上位目標 

道路網が適正に整備・維持管理されることにより、経済活動が促進及び地方住民の公共

インフラのアクセサビリティー向上が達成される。 
 

(2) プロジェクト目標 
道路網整備・維持管理に係る能力・技術が向上するとともに、実施体制が確立される。 

 
２－２－２ アウトプット 

1 新たな道路台帳が整備される。 
2 道路設計基準が適切に運用される。 
3 道路維持管理に係る工事監理技術が向上する。 

 
詳細は付属資料 3. PDM-2 を参照のこと。 
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第３章 プロジェクトの実績と実施プロセス 
 
３－１ プロジェクトへの投入 

３－１－１ 日本側投入実績 
(1) 専門家派遣 

9 名の日本人専門家が派遣された（表－１参照）。合計人月は 47.77 人月（詳細は付属資

料 2. 合同評価報告書 Annex 2 を参照のこと）。 
 

表－１ 日本人専門家派遣人月 （単位：人月） 

1 年次（2008 年 3 月～2008 年 12 月） 16.60 

2 年次（2009 年 1 月～2009 年 12 月） 15.20 

3 年次（2010 年 1 月～2010 年 12 月） 6.87 

4 年次（2011 年 1 月～2011 年 8 月）（計画） 9.10 

合 計 47.77 

情報源：プロジェクトチーム作成資料 

 
(2) 機材供与 

2011 年 3 月時点において、日本側からは、コチコールの材料試験室向け試験機器、簡易

型地盤計測器、コンピュータなど、1,494 万 5,000 円相当の機材が供与された（供与機材リ

ストは付属資料 2. 合同評価報告書の Annex 3 を参照のこと）。 
 

(3) カウンターパート研修 
2011 年 3 月時点において、10 名のキルギス側カウンターパートが、道路維持管理に関す

る本邦研修に参加した（詳細は付属資料 2. 合同評価報告書の Annex 4 を参照のこと）。研

修コースは、本プロジェクトのカウンターパートのために独自に計画・実施されたもので

あり、参加者のニーズに合致した内容であった。 
 

(4) 現地業務費負担 
2011 年 3 月時点において、現地業務費として日本側は、1,734 万 8,000 円を負担した。年

度ごとの金額は次のとおり。 
 

表－２ 日本側現地業務費負担 （単位：千円） 

会計年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 合 計 

現地業務費 5,724 7,121 4,503 － 17,348 
情報源：プロジェクトチーム作成資料 
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３－１－２ キルギス側投入実績 
(1) カウンターパートの配置 

プロジェクト開始当初から、常時、総勢 20 名を超えるカウンターパートがプロジェク

ト実施にかかわってきている（カウンターパート・リストは付属資料 2. 合同評価報告書

の Annex 5 を参照のこと）。なかでも、パーマネント・メンバーと呼ばれる中核メンバーは、

定年退職や異動のためにプロジェクト開始当初の 8名から現時点の 3名に減ったとはいえ、

常にプロジェクトに関するキルギス側の現場リーダー及び調整役として重要な役割を果た

してきている。 
 

(2) 施設の提供 
キルギス側は、日本人専門家チームの執務室の提供、コチコールの材料試験室の改装な

どを行った。 
 

(3) プロジェクト運営費 
MOTC は本プロジェクトの活動と国内の道路維持管理業務を一体的に行っており、

MOTC の総予算から本プロジェクトに対する支出のみを切り分けて記録していない。日本

人専門家チーム執務室の光熱費は MOTC が負担している。コチコールでのパイロット・プ

ロジェクトは、MOTC の予算で実施された。 
 
３－２ プロジェクトの実績 

３－２－１ 上位目標の達成見込み 
上位目標：道路網が適正に整備・維持管理されることにより、経済活動が促進及び地方住民

の公共インフラのアクセサビリティー向上が達成される。 
指標 1： 国家目標：全国平均で IRI3 6 以下となる。 
指標 2： 年間を通じてハイウェイが通行可能である。 

 

 指標 1 指標 2 

上位目標の達成見込み 現時点では評価不能 現時点では評価不能 
A：プロジェクト終了時までに達成される見込み 
B：プロジェクト終了時までにほぼ達成される見込み 
C：プロジェクト終了時までに達成することは困難 

 
(1) 指標 1 の達成度   

指標 1： 国家目標：全国平均で IRI 6 以下となる。 
達成度： 現時点では評価不能 
指標 1 はキルギス政府の道路整備国家計画である「Road Sector Development Strategy for 

2007-2010」に掲げられた目標値であり、その対象路線は Core Road Network 5,400km とさ

れている。本プロジェクトはこれを上位目標の指標としており、キルギス側とも協議のう

え、本評価においてもこれを上位目標の指標として採用することとした。しかし、Core Road 

                                                        
3 国際ラフネス指数（International Roughness Index：IRI） 
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Network の IRI に関しては、本プロジェクトで計測した 1,800km 以外の計測は行われてお

らず、データが存在しない。このため、現時点での指標 1 の達成度の見通しを立てること

は困難といわざるを得ない。 
評価チームは、今後、JICA 道路行政アドバイザーの指導の下、Core Road Network の IRI

計測を進め、その達成度を自己評価することを MOTC に提言するものである。 
 

(2) 指標 2 の達成度   
指標 2： 年間を通じてハイウェイが通行可能である。 
達成度： 現時点では評価不能 
何をもって「通行可能」の程度を測るかが指標の中では特定されていないが、PDM-1、

PDM-2 ともに、上位目標の指標入手手段に「冬期道路閉鎖日数」が挙げられているところ

から、キルギス側とも協議のうえ、指標 2 は Core Road Network 5,400km の冬期道路閉鎖日

数で評価することとした。ただし、冬期道路閉鎖日数に関しては、目標年度、目標値とも

に MOTC 内に存在せず、また、過去の閉鎖日数の累積データも蓄積されていない。これら

のことから、現時点での指標 2 の達成度の見通しを立てることは困難といわざるを得ない。 
評価チームは、今後、Core Road Network 5,400kmの冬期道路閉鎖日数のデータを蓄積し、

目標値を設定したうえで、その達成度を自己評価することを MOTC に提言するものである。 
 

３－２－２ プロジェクト目標の達成見込み 
プロジェクト目標：道路網整備・維持管理に係る能力・技術が向上するとともに、実施体制

が確立される。 
指標 1：道路維持管理手法が確立される。 
指標 2：道路維持管理のための情報管理体制が確立される。 
指標 3：道路維持管理のための品質管理システムが確立される。 
指標 4：道路維持管理の委託のための情報が提供される。 
指標 5：モニタリングシステムと評価手法が確立される。 

 

 指標 1 指標 2 指標 3 指標 4 指標 5 
プロジェクト目

標の達成見込み 
B A B NA A 

A：プロジェクト終了時までに達成される見込み 
B：プロジェクト終了時までにほぼ達成される見込み 
C：プロジェクト終了時までに達成することは困難 
NA：不適用 

 
(1) 指標 1 の達成度   

指標 1： 道路維持管理手法が確立される。 
達成度：B 
道路維持管理マニュアルはプロジェクト終了時までに完成の予定である。 
道路維持管理マニュアルの紹介セミナーが、国内全土の維持管理ユニット（PLUAD/UAD）

の所長あるいはチーフエンジニアを対象に実施され、全国展開に向けた努力がなされてい



－10－ 

る。ただし、その知識がセミナー参加者に限られる傾向があり、実質的な全国展開に至っ

ていない。 
 

(2) 指標 2 の達成度   
指標 2： 道路維持管理のための情報管理体制が確立される。  
達成度：A  
道路台帳フォーマットはほぼ完成し、セミナーを通じて全 PLUAD/UAD に配布されてい

る。また、道路台帳作成のために全 PLUAD/UAD にプロジェクトを通じてパソコン及び通

信機器が供与され、実施体制は整っている。 
2011年 7月に全 PLUAD/UAD 代表者が試行的に記入した道路台帳をビシュケクに持参し、

記入内容の確認、フォーマットの最終決定、道路台帳の今後の活用方法について協議する

予定になっている。 
 

(3) 指標 3 の達成度 
指標 3： 道路維持管理のための品質管理システムが確立される。 
達成度：B 
品質管理機材（コチコールの材料試験室向け試験機器）の調達は完了している。また、

道路設計基準マニュアルの付属文書として、材料試験室での試験方法に関するハンドブッ

クも完成し、AASHTO の部分訳も完了している。 
試験室での材料試験の研修には全州から代表者が参加している。しかし、1 カ月のフル

コースの参加者が 8 名、1 週間の基礎コースのみの参加者が 37 名にとどまっている。すべ

ての地方代表者が 1 カ月コースを受けることが望ましいが、それは実現していない。また、

研修を受けても、試験機器を所有していない地区では実践できず、知識が埋もれる可能性

が危惧される。地方展開に課題が残っている。 
 

(4) 指標 4 の達成度   
指標 4： 道路維持管理の委託のための情報が提供される。 
達成度：NA  
道路維持管理の外部委託及び民営化に関してアジア開発銀行（Asian Development Bank：

ADB）が同様の調査を実施しており、キルギス側とも協議のうえ、重複を避けて、本プロ

ジェクトでは当該活動の実施を取りやめている。その決定に際して、プロジェクトは JICA
キルギス事務所に依頼して、キルギス国内全土を対象にした民間建設会社の実態調査を実

施している。調査では、40 社にアンケートを送付し、うち 35 社から回答を得た。その結

果を分析したところ、道路維持管理の外部委託を受託できるだけの技術力を有する会社は、

ビシュケク市に 17 社、チュイ州に 8 社、他州はそれぞれ 1～2 社程度しか存在しないこと

が明らかになった。このことから、プロジェクトは、道路維持管理の外部委託はキルギス

では時期尚早と判断したものである。 
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(5) 指標 5 の達成度   
指標 5： モニタリングシステムと評価手法が確立される。 
達成度：A  
本プロジェクトと JICA 道路行政アドバイザーが協同で、簡易で廉価な道路舗装の舗装

平坦度測定装置（Vehicle Intelligent Monitoring System：VIMS）を導入し、試行的に Core 
Network 5,400km のうち 1,800km の IRI の計測を行った。この試行を通じてキルギス側カウ

ンターパートの訓練が行われ、VIMS を操作できる技術者が、MOTC に 3 名、設計研究所

に 1 名、本プロジェクトのローカルスタッフに 1 名育っている。これらの活動を通じて、

モニタリングシステムと評価手法は確立されたとみなされる。MOTC には、今後、本シス

テムを活用した Core Network 5,400km 全区間の IRI 測定が望まれる。 
 

３－２－３ アウトプットの達成度 
 

 アウトプット 1 アウトプット 2 アウトプット 3

アウトプットの達成度 A B B 
A：プロジェクト終了時までに達成される見込み 
B：プロジェクト終了時までにほぼ達成される見込み 
C：プロジェクト終了時までに達成することは困難 

 
(1) アウトプット 1 の達成度 

アウトプット 1：新たな道路台帳が整備される。 
指標 1-1：MOTC が、新道路修理台帳のフォーマットを作成する。 
指標 1-2：モデル地区で道路修理台帳が整備される。 
指標 1-3：モデル地区以外で道路修理台帳が作成される。 
指標 1-4：道路破損状況が KRI4で示される。 
指標 1-5：修理必要箇所が明示される。 

 
達成度：A 

指標 1-1： 新道路修理台帳のフォーマット作成はほぼ完了。プロジェクト終了時まで

に最終版を作成する予定。上記３－２－２(2)参照。 
指標 1-2：モデル地区での道路台帳作成は完了。 
指標 1-3： モデル地区以外での道路台帳作成は進行中。2011 年 7 月に全国から試行的

に記入した道路台帳を持参し、フォーマットの最終決定を行う予定。上記

３－２－２(2)参照。 
指標 1-4： 道路破損状況を KRI（= IRI）で示すシステムが整備された。上記３－２－

２(5)参照。 
指標 1-5：道路台帳上で修理必要箇所を明示するシステムが整備された。 

 
 

                                                        
4 キルギス・ラフネス指数（Kyrgyz Roughness Index：KRI） 
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(2) アウトプット 2 の達成度 
アウトプット 2：道路設計基準が適切に運用される。 

指標 2-1：道路設計基準項目を確定する。 
指標 2-2：舗装設計マニュアルが作成される。 
指標 2-3：現道調査が実施できる。 
指標 2-4：試験室で材料試験ができる。 
指標 2-5：アスファルト配合ができる。 
指標 2-6：舗装設計ができる。 
指標 2-7：道路舗装修理調査・設計のできる技術者が増加する。 

 
達成度：B 

指標 2-1：道路設計基準項目の確定は完了。 
指標 2-2：アスファルト舗装設計マニュアルの作成は完了。 
指標 2-3： 研修やセミナーを通して現道調査の実施方法は理解された。その知識を活

用して、モデル地区では実際に現道調査が実施されたが、モデル地区以外

では実施には至っていない。地方展開には、研修やセミナーを通した知識

の伝達にとどまらない、現場でのオンザジョブ・トレーニング（On the Job 
Training：OJT）が必要と思われる。 

指標 2-4： コチコールの材料試験室での材料試験はできるようになっている。また、

試験室スタッフは研修の講師を務められるレベルにまで能力を高めている。 
指標 2-5： プロジェクト開始前はアスファルト配合に関する知識はほとんど皆無であ

ったが、本プロジェクトを通じてある程度のことはできるようになった。

原石の選定、水洗いを含むクラッシング等が依然としてできていない。 
指標 2-6： アスファルト舗装修理設計に関しては、2011 年 6 月に担当の日本人専門家

が派遣され、訓練を開始する予定。 
指標 2-7： 道路舗装修理調査・設計ができる技術者の数は研修参加者数をもってカウ

ントする。プロジェクト開始前は道路舗装修理調査・設計ができる技術者

はほとんど皆無であったが、本プロジェクトを通じて一定数の技術者の能

力向上が測られた。ただし、研修でできるようになったことが、現場で実

践できているかどうかは確認できていない。 
 

(3) アウトプット 3 の達成度 
アウトプット 3：道路維持管理に係る工事監理技術が向上する。 

指標 3-1：道路維持管理マニュアル 
指標 3-2：セミナーの実施と普及 
指標 3-3：現場管理計画 
指標 3-4：施工計画 
指標 3-5：施工監理できる技術者・技能者の数が増加する。 
指標 3-6：地方部における維持管理研修 
指標 3-7：外部委託 
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達成度：B 
指標 3-1： 道路維持管理マニュアルは最終仕上げ段階にあり、2011 年 8 月までに完成

する予定。 
指標 3-2： 道路維持管理マニュアルに関するセミナーを継続して実施中。普及はセミ

ナーをもって行う予定。 
指標 3-3： 現場管理は、パイロット・プロジェクトでの OJT 及び現場管理セミナーを

通じて導入が図られた。施工計画は、施工数量（修理必要箇所数）の確定

が困難であるところから、作成されていない。MOTC は、予算の許す範囲

で、できるところから修理しているのが実情。 
指標 3-4： コチコールの材料試験室での材料試験はできるようになっている。アスフ

ァルト配合の研修はプロジェクト終了時までに実施される予定。 
指標 3-5： 施工計画及び施工監督ができる技術者の数は研修参加者数をもってカウン

トする。プロジェクト開始前は施工計画及び施工監督ができる技術者はほ

とんど皆無であったが、本プロジェクトを通じて一定数の技術者の能力向

上が測られた。ただし、研修で学んだことが現場で実践できているかどう

かは確認できていない。 
指標 3-6：道路維持管理に関する地方研修は継続して実施中。 
指標 3-7： 上記３－２－２(4)のとおり、道路維持管理の外部委託に関する活動は、ADB

の調査と重複すること、民間建設業者調査を通して地方に民間業者が育っ

ていないことが確認されたことなどから、本プロジェクトでの実施は中止

されている。 
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第４章 プロジェクトの実施プロセス 
 
① 2010 年 4 月の政変により、プロジェクトは 4 カ月間にわたる活動停止を余儀なくされた。ま

た、その前後から MOTC を含む政府機関の組織改編が続き、本評価時点に至ってもまだその

影響が続いている。しかし、このような状況のなか、キルギス側は、核になるカウンターパ

ートを変更することなく確保するなど、本プロジェクトの継続実施に向けた努力を続けた。

また、日本人専門家の状況に応じた柔軟な対応も功を奏し、プロジェクト全般にわたって進

捗状況は良好といえる。 
② 活動実施にあたっては、日本人専門家の指導の下、キルギス側カウンターパートが中心とな

って活動を進める方針で臨んでいる。その結果、キルギス側のオーナーシップ醸成が可能に

なった。 
③ 本技術協力プロジェクト、長期専門家派遣（道路行政アドバイザー）、無償資金協力（ナリン

州道路維持管理用機材整備計画）の 3 つの異なるスキームが連携しあってプログラム的なア

プローチを形成したことは特筆に値する。道路行政アドバイザーが、建設、修復、復元、維

持管理といった道路行政全般にわたる総合的な視点に立った調整と提言を行い、無償資金協

力が必要な施設及び機材を調達し、技術協力プロジェクトがそれらの施設及び機材を用いて

システム構築並びに技術移転を行う、というように道路維持管理サイクルの確立に必要な各

要素が 3 つのスキームにより整備された。 
④ 道路維持管理の外部委託（上記３－２－２(4)参照）に関して、ADB が類似調査を行ってい

ることを察知して本プロジェクトでの実施を中止し、また、その際に、JICA キルギス事務所

の支援を得て、全州対象の民間建設業者調査を行い、活動中止の判断に確固たる裏付けを確

保した。その結果、正確な情報に基づく柔軟なプロジェクトマネジメントが可能になった。 
⑤ JCC 議長を運輸通信大臣が務め、財政難のなかで材料試験所の改装を含むパイロット・プロ

ジェクト予算を全額 MOTC が負担し、政変後の組織改編のなかでも核になるカウンターパー

トを変更せずに確保した。その結果、キルギス側の主体的かつ継続的な本プロジェクトへの

取り組みが実現された。 
⑥ 日本人専門家とカウンターパートとの週会議、カウンターパート会議、実行委員会議、パイ

ロット・プロジェクト担当 PLUAD/UAD との週会議など、会議体が整然と形づくられ、実行

されてきている。その結果、関係者間での意思疎通が可能になり、信頼関係の構築も促進さ

れた。 
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第５章 評価結果 
 
５－１ 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は下記の理由から、「非常に高い」と評価される。 
 
(1) キルギスの開発政策との整合性 

キルギス国家開発計画「Country Development Strategy 2007-2010」は、優先 4 分野の 1 つで

ある「経済開発」を構成する項目に交通インフラの強化を挙げており、特に道路の建設及び

修復を優先している。これを受けて道路開発計画「Road Sector Development Strategy for 
2007-2010」が策定され、道路の維持管理に関しては、主要道路及び地方道路の修復、道路維

持管理の推進・強化、道路管理体制の再構築、民間セクターの道路維持管理事業への参入な

どを目標としている。 
 

(2) 日本の援助政策との整合性 
わが国のキルギスに対する国別援助計画「Country Assistance Program for the Kyrgyz 

Republic （04.2009）」は、援助重点項目として、経済成長のための基盤整備及び運輸インフ

ラの整備を挙げている。 
 

(3) 対象地域のニーズとの整合性 
キルギスの主要国道はアジア・ハイウェイの一部として位置づけられており、維持管理能

力向上による道路整備は国際的にも大きく期待されているところである。また、道路資産管

理、維持管理、予算要求の基礎資料となる台帳整備は行われておらず、台帳整備の必要性は

高い。道路設計基準に関しては、既存のソ連時代の基準の活用利便性は低く、国際的にも通

用する設計基準を実用的にまとめたマニュアル整備の必要性は高い。 
 

(4) プロジェクトのアプローチ・手段としての適切性 
本プロジェクトのスコープは、図－１に示される PDCA サイクルを過不足なく一巡して道

路維持管理システムの基礎を形成する計画になっており、プロジェクトのアプローチとして

妥当である。また、活動実施にあたっては、日本人専門家の指導の下、キルギス側カウンタ

ーパートが中心となって活動を進める方針で臨んでおり、妥当な実施方針であった。 
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出所：第 2 回 JCC/EC 会議プレゼンテーション資料（プロジェクト作成） 

図－１ 道路維持管理の PDCA5サイクルと本プロジェクトの成果物 

 
５－２ 有効性 

本プロジェクトの有効性は下記の理由から、「中程度」と評価される。 
2010 年 4 月の政変により余儀なくされた 4 カ月間にわたる活動停止、それ以前から続いていた

政府関係機関の組織改編など、本プロジェクトをとりまく状況は必ずしも順調なものではなかっ

た。しかし、その渦中にあっても、新道路台帳フォーマット、道路設計基準に係るマニュアル類、

舗装状況のモニタリング評価手法の導入などの成果はプロジェクト終了時までにほぼ達成される

見込みである。また、これら体制整備のプロセスを通じて、MOTC 職員の道路維持管理に関する

技術力及びマネジメント力の向上が図られている。ただし、これら新たに整備された体制やシス

テムが、本プロジェクトの対象地域であるキルギス全土には十分に広まっていないことから、有

効性には一部課題を残すことになった。 
 
５－３ 効率性 

本プロジェクトの効率性は下記の理由から、「高い」と評価される。 
本技術協力プロジェクト、長期専門家派遣（道路行政アドバイザー）及び無償資金協力（ナリ

ン州道路維持管理用機材整備計画）の 3 つの異なる支援事業が互いに連携しあってプログラム的

なアプローチを形成したことにより、経費的、時間的に効率的なプロジェクト実施を可能とし  

た。詳細は第 4 章②を参照のこと。 
新たな道路舗装の平坦度測定装置 VIMS を導入したことにより、簡易で廉価な道路舗装のモニ

タリング・評価を可能とした。詳細は３－２－２(5)を参照のこと。 
キルギス側カウンターパート及び日本人専門家に対するインタビューによると、双方からの投

入（人材、施設・機材、研修、予算等）はともに、量、質、投入タイミングにおいてほぼ計画ど

おりであった。 
 
５－４ インパクト 

本プロジェクトのインパクトは下記の理由から、「高い」と評価される。 
 
 

                                                        
5 計画・実施・検討・対処（Plan-Do-Check-Action：PDCA） 
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(1) 上位目標の達成見込み 
上位目標は、指標 1、指標 2 とも、計測データが存在しないため、現時点では評価できな

い。詳細は上記３－２－１を参照のこと。 
 

(2) その他のインパクト 
① キルギスにおける橋梁の維持管理及び冬期の道路維持管理の重要性を強く認識した日本

人専門家からの提案に基づき、プロジェクトにおいてこれら 2 点に関するマニュアルが

作成された。これは、それまで MOTC 職員が有していた道路維持管理のスコープの概念

を拡大することにつながった。 
② 現在、世界銀行がキルギスにおける道路資産管理（Road Asset Management）プロジェク

トを計画中であるが、これは、本プロジェクトが生み出してきた収集データや道路維持

管理システムを土台にして計画されているものであり、本プロジェクトの成果が前提と

なっている。 
 
５－５ 持続性 

本プロジェクトの持続性は下記の理由から、「中程度」と評価される。 
本プロジェクトによって、キルギスの道路維持管理の基礎となるシステムが整備された。今後

は、MOTC が中心となって、このシステムを全国的に展開し実践していくことが期待される。し

かし現在、MOTC は下記に示すような人的、物的、財政的な課題を抱えている。 
 
(1) 政策面 

上記５－１に示すとおり、キルギスの開発政策は道路維持管理を重点項目に指定している。

また、キルギス側関係者のインタビューによると、現在策定中の次期道路開発計画（Road 
Sector Development Strategy）も、内容的には現行から大きく変わるものではなく、今後も政

策的な支援が期待できる。 
 

(2) 組織面 
図－２に示すとおり、MOTC の技術者の年齢構成には大きな偏りがあり、今後 5 年から 10

年といった中長期のうちに大量の熟練技術者の退職が予想される。 
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出所：人材育成計画書（プロジェクト作成） 

図－２ MOTC 職員の年齢構成 

 
(3) 財政面 

表－３及び図－３が示すとおり、MOTC の年間総予算は、2009 年までは増加傾向にあった

が、2010 年以降、減少傾向にある。また、総額においては、増加傾向にあった 2009 年以前

から現在に至るまで、必要額には及んでいない。 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
出所：MOTC カウンターパート提供情報 

図－３ MOTC 年間総予算 

 

表－３ MOTC 年間総予算 単位：百万ソム 

年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 

MOTC 年間総予算 1,059 1,564 1,655 1,552 1,103 
出所：MOTC カウンターパート提供情報 

 
(4) 技術面 

本プロジェクトは、各種マニュアルやフォーマット、調査手法などの整備を通して、図－

１に示す PDCA サイクルを一巡することによって道路維持管理システムの基盤を構築し、ま
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た、その作業を通じてキルギス側カウンターパートのマネジメント能力向上を意図するもの

である。したがって、現場における施工や補修などの実践力の向上は、本プロジェクトのス

コープ外に置かれている。現場の実践力は、図－１の PDCA サイクルを更に二巡、三巡させ

ることによって育成されていくものである。そのため、本プロジェクトによって構築された

システムの全国的な普及・実践のために、MOTC の更なる技術力の向上と資源の投入が期待

される。 
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第６章 結 論 
 

 妥当性 有効性 効率性 インパクト 持続性 

評価結果 非常に高い 高い 高い 非常に高い 中程度 

5 段階評価：非常に高い、高い、中程度、やや低い、低い 
 

本プロジェクトがめざしたのは、キルギス全土を対象とした、道路維持管理システムの構築と、

そのプロセスを通じた MOTC のマネジメント能力の向上である。日本人専門家の指導の下、新道

路台帳のフォーマット作成、試験室での品質管理を含む各種道路維持管理マニュアルの整備、道

路設計基準の整理などが MOTC 職員によって行われ、その成果はセミナーや研修を通じて全国の

PLUAD/UAD に周知された。一方、これらのプロジェクトの成果がセミナーや研修の参加者にと

どまっており、国内全土への普及には至っていない現状が観察された。以上のことから、合同評

価チームは、本プロジェクトがめざした当初の目標は達成の途上にあるものの、全国普及に課題

を残していると結論づけ、全国レベルの普及、定着は MOTC が今後取り組むべき課題として整理

し、予定どおり 2011 年 9 月末で事業を終了することとする。 
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第７章 提 言 
 
７－１ プロジェクトに対する提言  

① プロジェクトには、新道路台帳フォーマットの最終仕上げ、道路設計マニュアルを用いた

訓練指導、道路維持管理マニュアルの最終仕上げとそれを用いた地方研修など、PDM に示

された活動で完了していないものを本年（2011 年）8 月までにすべて完了させることを提

言する。 
② また、終了時までの期間を最大限に活用して、本プロジェクトの成果を可能な限り全国に

普及拡大することを提言する。 
 
７－２ MOTC に対する提言  

① MOTC には、本プロジェクトによって整備されたシステムを全国規模で普及・実践してい

くことを提言する。 
② 新道路台帳のフォーマットが整備され、プロジェクト終了時までに全 PLUAD/UAD がそれ

を用いて道路台帳を作成することになっている。モデル地区以外での道路台帳作成は進行

中であることから、MOTC には、PLUAD/UAD の道路台帳作成の支援とフォローアップを

行うことを提言する。道路台帳は、道路状態の追跡調査、補修・修復計画の策定、維持管

理費用の見積もり、より緻密な維持管理のための道路区分などといった道路管理者が行う

業務に基礎情報を提供するものである。MOTC には、新道路台帳を全国規模で活用するこ

とにより、より一層の道路維持管理の改善が期待される。 
③ MOTC が有する材料試験室は、本プロジェクトが試験機器を供与したコチコールの試験室

1 カ所のみであるが、その試験室職員の雇用状態が不安定なため（非常勤雇用で年間 3 カ

月の解雇期間がある）、持続性に危惧が残る。MOTC には、試験室職員の雇用状態改善の

ために、何らかの手段を講じることを提言する。 
④ また、MOTC には、同材料試験室の所掌業務と機能及び責任を明確に規定すること、並び

に、試験機器の適切な維持管理のために必要な投入を継続的に提供することを提言する。 
⑤ その重要性にかんがみ、プロジェクトは、当初予定されていなかった橋梁の維持管理と道

路の冬期維持管理のマニュアルを作成し、MOTC におけるこれらの維持管理に端緒をつけ

た。MOTC には、これらの業務をプロジェクトから引き継ぎ、更に推進することを提言す

る。 
⑥ MOTC には、今後、適切な道路維持管理を継続して実施していくために、安定的な財源の

確保に努めることを提言する。 
  
７－３ JICA に対する提言 

① JICA には、本プロジェクトによって整備された道路維持管理システムの一層の推進のため

に、継続して MOTC を支援することを提言する。 
② 上記のとおり、MOTC には、本プロジェクトによって整備された道路維持管理システムを

全国的に展開し実践していくことが期待されている。JICA 道路行政アドバイザーには、建

設、修復、復元などを含む道路行政全体の構図の中に維持管理を適切に位置づけるべく、

MOTC を支援することを提言する。 
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③ また、道路行政アドバイザーには、本プロジェクトによって導入された舗装平坦度測定装

置（VIMS）を用いて主要幹線道の平坦度測定を実行するべく、MOTC を支援することを

提言する。 
④ JICA には、本プロジェクトによって供与された機材が適切に使用され、保守・維持管理さ

れるべく、MOTC に対する支援を継続することを提言する。 
⑤ MOTC が橋梁等の構造物の維持管理業務を引き続き推進するにあたり、道路行政アドバイ

ザーや更なる技術協力プロジェクトを通して構造物の点検、点検結果の評価・判定、補修・

補強に関する技術的支援を行うことを提言する。併せて、JICA には、構造物の維持管理に

必要となる機材を MOTC に対して支援することを提言する。 
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第８章 教 訓 
 

① 制度（システム）や技術文書（マニュアル等）は、カウンターパートの必要性と技術レベ

ルに応じたものとすることが肝要である。また、いかに現状の課題を踏まえて、それらの

改善を図るかということも重要である。本プロジェクトが採用したアプローチは、カウン

ターパートの多様なニーズに対応し、彼らの事業運営方法や日常業務を改善し、ひいては

適切な道路維持管理を実現するうえで有効に作用した。 
② 本プロジェクトで、ある PLUAD に対して、アスファルト舗装の品質管理のための機材が

供与され、材料試験室の職員の訓練が行われた。しかし、試験室の役割や、いかに試験室

を使っていくかといったことが、現行の MOTC の組織的・制度的構造の中に明確に位置づ

けられていない。そのため、試験室の活動が MOTC や PLUAD/UAD の間で広く認識され

ておらず、試験室の仕事がほとんどないといった状況や雇用状態の不安定さが職員の士気

の低下をもたらしている。技術協力プロジェクトの実施にあたっては、対象とする機関・

組織の技術向上だけでなく、それら機関・組織の責任範囲や役割の明確化に向けた提言・

支援を行うことも成果発現の有効な手段のひとつであるといえる。 
③ 本プロジェクトでは、日本人専門家とカウンターパートとの週会議、パイロット・プロジ

ェクト担当 PLUAD/UAD との週会議、JCC 等を通じて日本側とキルギス側で密にコミュニ

ケーションを取り、両者の信頼関係構築が図られた。カウンターパート機関等とのコミュ

ニケーション促進、積極的なコミットメント推進のためには定期的な会議、JCC の開催が

有効な手段のひとつであるといえる。 
④ プロジェクトが成功するためには、そのスコープが明確になっている必要がある。スコー

プに焦点を定めつつ、期待された目標を達成することが最も重要な課題となる。しかし、

このようなアプローチは、ときに硬直的な状況を創り出し、ひいてはプロジェクトの成功

が制限される結果となることがある。本プロジェクトは、道路行政アドバイザー、無償資

金協力によって供与された機材、キルギス側の投入などといった外的な資源（リソース）

を巧みに招き入れ、活用してきている。道路維持管理は多様な関係者が多様な要素にかか

わる活動であり、それゆえ、このようなプログラム的なアプローチが、本プロジェクトの

成功要因のひとつとなっている。このように JICA の他プロジェクトや必要に応じて他ド

ナー等の支援と連携し、プログラム的アプローチを採ることが成果発現の有効な手段のひ

とつであるといえる。 
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おわりに（団長所感） 
 

経済移行国であるキルギスは旧体制下での非自立型産業構造を引きずるとともに、資源に恵ま

れず、急速な経済成長に向かうような足ががりをつかめていない。しかしながら老朽化が著しい

とはいうもののソ連時代の遺産ともいえるインフラ整備は同程度の経済水準の東南アジア諸国と

比較するとはるかに進んでいるといえる。 
こうしたなかで、本プロジェクトは老朽化の著しい幹線道路の計画的で適正な復旧を図る維持

管理体制を確立するためのシステム、技術図書の導入、人材育成を基本課題としている。東南ア

ジアでみられるような、知識としては知っているものの、かつてそうしたことを実施したことが

ないという状況ではなく、旧式で非効率ではあっても自らの経験とやり方をもつカウンターパー

トをパートナーとする、ある意味で違った配慮と工夫を必要とする技術移転である。また、特殊

な事情としては体制移行の混乱期に計画的な人材確保ができていないため、技術者の年齢構成に

空白年代が存している。さらに、既存のインフラがあるがゆえに維持管理の需要がその財政能力

以上に求められることになる。 
本技プロはこうした状況に的確に対応し、カウンターパートの確保と定着に努力し、先方から

の信頼を得て遂行された。本技プロの投入以外に関連する JICA プロジェクトを活用し、いわゆ

るプログラム的アプローチを実施したことも相乗効果を生むとともに、幅広い先方のニーズに応

えるために有効であった。MOTC 本部での日常的な協働体制の確立、地方機関との密接な連携な

ど先方機関の協力体制も特筆できる。 
終了時評価では持続性について中程度の評価となった。維持管理は将来にわたるものであるた

め懸念される評価であるが、短期に集中的な投入で改善できるものでないことは過去のすべての

事例が物語っており、キルギスあるいは本プロジェクトに固有のものではない。ドナーが継続し

てこの分野に協力を行う必要性が高い証である。キルギスが持続性を確保するためには財政、政

策、制度、組織体制、技術力、人材、民間育成のすべてが改善される必要がある。そのうえでこ

うした改善が日常業務に定着化することで初めて維持管理体制が整うことになる。卑近な反省事

例であるが、本技プロで実施したアスファルトの品質管理機材の提供と試験担当職員の育成があ

る。技プロの目的は達成され、技術力、人材は確保されたが、財政的な理由から試験担当職員が

本雇用されず、政策、制度、組織体制が整っていないため、試験室の所属、権限、品質管理業務

の調達プロセスでの位置づけ、コントラクターとの役割分担等、すべてが不明朗なままとなって

いる、このため、実施能力は備えているものの期待された活用が図られていない。 
道路維持管理の技プロは今後も途上国から要望の高い分野である。継続的な支援が重要である

とともに、関係する諸条件が整わないと、全体として先方政府の行政運用の中に定着せず、活用

されないことになる。パイロット・プロジェクトを通じて OJT でこうした課題を先方政府と共有

し、プロジェクトとして柔軟な投入と対応が可能となるような検討が更なるプロジェクトの成功

への必要と考える。 
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at
io

n 
of

 R
oa

d 
M

ai
nt

en
an

ce
 M

an
ua

l 
(1

st
 Y

ea
r) 

M
O

TC
 p

re
pa

re
d 

a 
ro

ad
 m

ai
nt

en
an

ce
 m

an
ua

l. 
R

oa
d,

 
pa

ve
m

en
t, 

sl
op

e,
 w

in
te

r t
ra

ffi
c 

co
nt

ro
l 

(2
nd

 Y
ea

r) 
M

O
TC

 w
ill

 re
vi

se
 a

nd
 in

cl
ud

e 
br

id
ge

 m
ai

nt
en

an
ce

. 
(3

rd
 Y

ea
r) 

M
O

TC
 w

ill
 re

vi
se

 th
e 

ro
ad

 m
ai

nt
en

an
ce

 m
an

ua
l b

y 
 

3-
2 

Se
m

in
ar

 a
nd

 D
is

se
m

in
at

io
n 

(1
st 

Ye
ar

) M
O

TC
 o

rg
an

iz
ed

 se
m

in
ar

s. 
(1

st
 ) 

M
O

TC
 c

ar
rie

d 
ou

t Q
C

 a
t t

he
 si

te
 o

f p
ilo

t p
ro

je
ct

. 
(2

nd
) 

M
O

TC
 w

ill
 u

se
 r

oa
d 

m
ai

nt
en

an
ce

 m
an

ua
l 

fo
r 

th
e 

pi
lo

t 
pr

oj
ec

t. 
(3

rd
) M

O
TC

 w
ill

 c
om

pl
et

e 
th

e 
m

ai
nt

en
an

ce
 m

an
ua

l. 
 

3-
3 

C
on

st
ru

ct
io

n 
Si

te
 M

an
ag

em
en

t 
(1

st
) 

Pr
ep

ar
at

io
n 

of
 d

ai
ly

 w
or

ki
ng

 r
ec

or
d 

in
cl

ud
in

g 
la

bo
re

r, 
eq

ui
pm

en
t, 

m
at

er
ia

l: 
B

N
T 

w
ee

kl
y 

m
ee

tin
gs

 a
re

 c
ar

rie
d 

ou
t.  

(2
nd

) Q
C

 w
ith

 la
bo

ra
to

ry
 te

st
 a

nd
 a

t p
ilo

t p
ro

je
ct

 
(3

rd
) D

is
se

m
in

at
io

n 
to

 B
N

T 
&

 D
EP

 
3-

4 
So

il 
an

d 
M

at
er

ia
l T

es
t L

ab
or

at
or

y 
 

(1
st

) A
 la

bo
ra

to
ry

 is
 e

st
ab

lis
he

d.
 

(2
nd

) T
ra

in
in

g 
is

 c
on

du
ct

ed
 fo

r C
P 

2 
pe

r. 
+ 

La
bo

. 3
 p

er
. +

 3
8 

pe
r. 

(B
N

T 
En

gi
ne

er
s)

 
(3

rd
) T

ra
in

in
g 

is
 c

on
du

ct
ed

 fo
r +

 N
ar

in
 (2

8 
pe

r.)
 +

 Y
ss

yk
ku

l (
29

 
pe

r.)
 

3-
5 

Te
ch

ni
ca

l 
st

af
fs
 

w
ho

 a
re

 a
bl

e 
to

 p
la

n 
an

d 
su

pe
rv

is
e 

th
e 

ro
ad

 m
ai

nt
en

an
ce

 w
or

ks
 a

re
 in

cr
ea

se
d.

 
(1

st
) D

EP
 9

55
: 2

8 
sta

ffs
 (2

%
) 

(2
nd

) U
A

D
 B

/N
/T

: 1
52

 st
af

fs
 (1

3%
) 

 
(3

rd
) I

nc
lu

de
 N

ar
in

 P
ro

vi
nc

e(
12

8 
pe

r) 
: 2

80
 st

af
fs

 (2
4%

) 
 

  
  

O
r 

in
cl

ud
e 

Y
ss

yk
ku

l 
pr

ov
in

ce
 (

10
3)

: 
38

3 
st

af
fs

 (
38

%
) 

if 
in

pu
t i

s s
uf

fic
ie

nt
 

3-
6 

Se
m

in
ar

 fo
r l

oc
al

 st
af

fs
  

(2
nd

) 
D

EP
 9

55
 o

f 
U

A
D

 B
/N

/T
 w

ill
 b

e 
de

ve
lo

pe
d 

fo
r 

tra
in

in
g 

fa
ci

lit
y 

(3
rd

) S
em

in
ar

 fo
r l

oc
al

 st
af

fs
 w

ill
 b

e 
co

nd
uc

te
d.

 
3-

7 
O

ut
-s

ou
rc

in
g 

of
 ro

ad
 m

ai
nt

en
an

ce
  

(1
st

) P
riv

at
iz

at
io

n 
po

lic
y 

an
d 

H
D

M
 p

la
n 

ar
e 

es
ta

bl
is

he
d 

(2
nd

) S
tu

dy
 fo

r p
riv

at
e 

ro
ad

 m
ai

nt
en

an
ce

 c
om

pa
ny

 (b
y 

lo
ng

-te
rm

 
ex

pe
rt)

 
  

  
Se

m
in

ar
 o

f C
on

st
ru

ct
io

n 
m

an
ag

em
en

t 
  

  
Fe

as
ib

ili
ty

 s
tu

dy
 f

or
 r

oa
d 

m
ai

nt
en

an
ce

 o
ut

-s
ou

rc
in

g 
(b

y 
lo

ng
-te

rm
 e

xp
er

t) 
(3

rd
) P

re
pa

ra
tio

n 
of

 o
ut

so
ur

ci
ng

 c
on

tra
ct

 g
ui

de
lin

es
 

3-
1 

R
oa

d 
M

ai
nt

en
an

ce
 M

an
ua

l 
 

3-
2 

Se
m

in
ar

 re
co

rd
 b

y 
C

P 
3-

3 
Te

ch
ni

ca
l i

ns
tru

ct
io

n 
re

co
rd

, 
 

3-
4 

Tr
ai

ni
ng

 re
co

rd
s 

3-
5 

Tr
ai

ni
ng

 re
co

rd
s 

3-
6 

Tr
ai

ni
ng

 re
co

rd
s 

3-
7 

St
ud

y 
re

po
rt 

an
d 

G
ui

de
lin

es
 o

f c
on

tra
ct

 o
ut
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  A
ct

iv
iti

es
 

＜
1s

t y
ea

r＞
 

0-
1 

Pr
od

uc
e 

co
nc

re
te

 a
ct

io
n 

po
lic

y 
an

d 
pl

an
 f

or
 t

he
 

pr
oj

ec
t 

th
ro

ug
h 

m
ee

tin
gs

 w
ith

 J
IC

A
 s

ta
ffs

 a
nd

 
co

un
te

rp
ar

ts.
 

0-
2 

Pr
od

uc
e 

hu
m

an
 re

so
ur

ce
s 

de
ve

lo
pm

en
t p

la
n 

ab
ou

t 
ad

eq
ua

te
 

PA
SS

PO
RT

 
(R

oa
d 

In
ve

nt
or

y)
, 

R
oa

d 
de

si
gn

 s
ta

nd
ar

d 
an

d 
str

en
gt

he
ni

ng
 o

f m
an

ag
em

en
t 

on
 m

ai
nt

en
an

ce
 w

or
k.

 
1-

1 
D

ra
ft 

a 
ne

w
 P

A
SS

PO
RT

 fo
rm

at
 

1-
2 

C
ol

le
ct

 a
nd

 i
np

ut
 d

at
a 

to
 t

he
 n

ew
 f

or
m

at
 i

n 
th

e 
pi

lo
t p

ro
je

ct
. 

2-
1 

Id
en

tif
y 

ite
m

s 
fo

r 
th

e 
m

an
ua

l 
of

 R
oa

d 
de

si
gn

 
st

an
da

rd
 th

ro
ug

h 
an

al
yz

in
g 

th
e 

pr
es

en
t s

ta
tu

s 
an

d 
de

fin
in

g 
a 

di
re

ct
io

n 
fo

r r
ev

is
e 

of
 th

e 
st

an
da

rd
. 

3-
1 

Pr
ep

ar
e 

a 
dr

af
t 

m
ai

nt
en

an
ce

 
m

an
ua

l 
an

d 
im

pl
em

en
t a

 S
em

in
ar

 w
ith

 th
is 

m
an

ua
l. 

3-
2 

Pl
an

 a
nd

 i
m

pl
em

en
t 

th
e 

Pi
lo

t 
Pr

oj
ec

t 
w

ith
 t

he
 

m
ai

nt
en

an
ce

 m
an

ua
l. 

In
pu

ts
 

Pr
ec

on
di

tio
n 

 
M

at
er

ia
l a

nd
 e

qu
ip

m
en

t a
re

 
re

ad
y 

to
 u

se
 fo

r t
he

 P
ro

je
ct

 
 

In
vo

lv
ed

 
sta

ke
ho

ld
er

s 
es

pe
ci

al
ly

 
th

e 
Po

lic
e 

w
ill

 
co

op
er

at
e 

to
 

th
e 

Pr
oj

ec
t 

im
pl

em
en

ta
tio

n 

Ja
pa

ne
se

 si
de

 
1.

 
D

is
pa

tc
h 

of
 Ja

pa
n 

Ex
pe

rt 
(to

ta
l 5

1M
/M

) 
 

Te
am

 L
ea

de
r/R

oa
d 

M
ai

nt
en

an
ce

 P
ol

ic
y 

Sp
ec

ia
lis

t 
 

V
ic

e-
Te

am
 

Le
ad

er
/R

oa
d 

En
gi

ne
er

 
fo

r 
R

oa
d 

In
ve

nt
or

y 
Sp

ec
ia

lis
t 

 
R

oa
d 

En
gi

ne
er

 fo
r R

oa
d 

St
an

da
rd

 S
pe

ci
al

ist
 

 
St

ru
ct

ur
e 

M
ai

nt
en

an
ce

 S
pe

ci
al

ist
 

 
R

oa
d 

m
ai

nt
en

an
ce

 S
pe

ci
al

ist
 

 
Ex

ec
ut

io
n 

M
an

ag
em

en
t S

pe
ci

al
is

t 
 

C
oo

rd
in

at
or

/T
ra

in
in

g 
M

an
ag

em
en

t S
pe

ci
al

is
t 

 2.
 

Eq
ui

pm
en

t/ 
M

at
er

ia
ls

/F
ac

ili
tie

s 
 

C
iv

il 
En

gi
ne

er
in

g 
Te

st
in

g 
Eq

ui
pm

en
t 

 
C

om
pu

te
rs

 
 

3.
 

C
ou

nt
er

pa
rt 

tra
in

in
g 

in
 Ja

pa
n 

 
Tr

ai
ni

ng
 c

ou
rs

e 
on

 th
e 

ro
ad

 m
ai

nt
en

an
ce

 m
an

ag
em

en
t f

or
 th

e 
co

ol
 re

gi
on

. 
(1

st
 Y

ea
r) 

3 
pe

rs
on

s x
 2

 w
ee

ks
 

K
yr

gy
z 

R
ep

ub
lic

 
1.

 
A

rr
an

ge
m

en
t o

f c
ou

nt
er

pa
rt 

pe
rs

on
ne

l 
C

ou
nt

er
pa

rts
: 1

5 
st

af
fs

 
M

O
TC

 R
oa

d 
D

ep
ar

tm
en

t: 
12

 st
af

fs
 

M
O

TC
 si

x 
PL

U
A

D
s :

 5
48

 st
af

fs
 

M
O

TC
 4

 fo
ur

 U
A

D
: 6

13
 st

af
fs

  
  2.

 
Pr

ov
is

io
n 

of
 

fa
ci

lit
ie

s 
fo

r 
th

e 
Pr

oj
ec

t 
im

pl
em

en
ta

tio
n 

Pr
oj

ec
t o

ffi
ce

 
   3.

 
O

th
er

 n
ec

es
sa

ry
 b

ud
ge

t 
   

＜
2n

d 
ye

ar
＞

 
1-

1 
Ex

te
nd

 th
e 

PA
SS

PO
RT

 in
 n

on
-m

od
el

 si
te

s. 
1-

2 
Pl

an
 a

nd
 im

pl
em

en
t t

he
 P

ilo
t P

ro
je

ct
 b

y 
us

in
g 

th
e 

PA
SS

PO
RT

. 
2-

1 
Pr

ep
ar

e 
a 

dr
af

t 
de

si
gn

 m
an

ua
l 

an
d 

im
pl

em
en

t 
a 

Se
m

in
ar

 w
ith

 th
is

 m
an

ua
l. 

2-
2 

Pl
an

 a
nd

 i
m

pl
em

en
t 

th
e 

Pi
lo

t 
Pr

oj
ec

t 
th

e 
de

si
gn

 
m

an
ua

l. 
3-

1 
C

om
pl

et
e 

th
e 

m
ai

nt
en

an
ce

 m
an

ua
l a

nd
 im

pl
em

en
t 

th
e 

2nd
  

Se
m

in
ar

 w
ith

 th
is

 m
an

ua
l. 

3-
2 

Pl
an

 a
nd

 i
m

pl
em

en
t 

th
e 

Pi
lo

t 
Pr

oj
ec

t 
w

ith
 t

he
 

de
si

gn
 m

an
ua

l. 
3-

3 
Pl

an
 

an
d 

im
pl

em
en

t 
Lo

ca
l 

Tr
ai

ni
ng

 
w

ith
 

th
e 

m
ai

nt
en

an
ce

 
m

et
ho

ds
 

su
ita

bl
e 

fo
r 

th
e 

lo
ca

l 
co

nd
iti

on
s. 

3-
4 

H
el

d 
a 

ro
ad

 m
an

ag
em

en
t 

se
m

in
ar

 f
or

 l
ife

 c
yc

le
 

co
st

 o
f r

oa
d.
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  ＜
3r

d 
ye

ar
＞

 
2-

1 
R

ev
is

e 
th

e 
de

si
gn

 m
an

ua
l 

w
ith

 r
es

ul
ts

 o
f 

Pi
lo

t 
Pr

oj
ec

ts
 a

nd
 L

oc
al

 T
ra

in
in

g.
 

2-
2 

Pl
an

 
an

d 
im

pl
em

en
t 

Lo
ca

l 
Tr

ai
ni

ng
 

w
ith

 
th

e 
m

ai
nt

en
an

ce
 m

an
ua

l a
nd

 th
e 

de
si

gn
 m

an
ua

l.  
3-

1 
Pr

ep
ar

e 
gu

id
el

in
es

 
of

 
co

nt
ra

ct
-o

ut
 

of
 

ro
ad

 
m

ai
nt

en
an

ce
 a

nd
 h

el
d 

a 
w

or
ks

ho
p 

fo
r t

he
m

. 
3-

2  
Pl

an
 a

nd
 i

m
pl

em
en

t 
th

e 
Pi

lo
t 

Pr
oj

ec
t 

w
ith

 t
he

 
gu

id
el

in
es

 o
f c

on
tra

ct
-o

ut
 

3-
3  

Pl
an

 
an

d 
im

pl
em

en
t 

Lo
ca

l 
Tr

ai
ni

ng
 

w
ith

 
th

e 
m

ai
nt

en
an

ce
 

m
et

ho
ds

 
su

ita
bl

e 
fo

r 
th

e 
lo

ca
l 

co
nd

iti
on

s 
1-

1 
Ex

te
nd

 th
e 

PA
SS

PO
RT

 in
 n

on
-m

od
el

 si
te

s 
2-

2 
D

is
cu

ss
 t

he
 d

ire
ct

io
n 

of
 c

on
cr

et
e 

in
te

rv
en

tio
ns

 
w

ith
 st

ak
eh

ol
de

rs
 o

f K
yr

gy
z,

 d
on

or
s, 

an
d 

Ja
pa

n 
0-

1  
R

ev
is

e 
an

d 
fin

al
iz

e 
al

l 
m

an
ua

ls 
an

d 
gu

id
el

in
es

 
pr

ep
ar

ed
 in

 th
e 

pr
oj

ec
t 

 
0-

2 
H

el
d 

th
e 

se
m

in
ar

 
of

 
th

e 
ac

hi
ev

em
en

t 
of

 
th

e 
pr

oj
ec

t.  
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キ
ル
ギ
ス
共
和
国
道
路
維
持
管
理
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価
調
査
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 

20
11
/0
6/
08
  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
は
「
キ
ル
ギ
ス
全
土
」。

こ
こ
で
は
「
Ro
ad
 S
ec
to
r 
De
ve
lo
pm
en
t 
St
ra
te
gy
 f
or
 2
00
7-
20
10
」
で
い
わ
れ
る

Co
re
 N
et
wo
rk
 5
,4
00
km
 と

す
る
。
 

項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
調
査
結
果

 
大
項
目

 
小
項
目

 
実
績
の

検
証

 
上
位
目
標
は
達
成

さ
れ
る
見
込
み
か

 
20

●
●
年
ま
で
に

IR
Iが

全

国
平
均
で

6
以
下
と
な
る
。

 
・
目
標
達
成
年
次

 
・

IR
Iの

時
系
列
変
化

 
・

IR
I（

道
路
路
面
状
況
）

計
測

 
・
文
献
調
査

 
Ro

ad
 S

ec
to

r D
ev

el
op

m
en

t S
tr

at
eg

y 
fo

r 2
00

7-
20

10
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標
値
だ
が
、
目
標
達
成
年
次
は
過
ぎ
て
い

る
。
新
版
は
ド
ラ
フ
ト
中
。

IR
Iの

計
測
結
果
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
実
施
し
た

1,
80

0k
m

の
み
。

 
 

 
20

●
●
年
ま
で
に
冬
期
交
通

閉
鎖
日
数
が
全
国
平
均
で
●

●
日
以
下
と
な
る
。

 

・
目
標
値
と
目
標
達
成
年
次

 
・
冬
期
交
通
閉
鎖
日
数
の
時

系
列
変
化

 

・
冬
期
交
通
閉
鎖
日
数

 
・
文
献
調
査

 
冬
期
交
通
閉
鎖
日
数
の
目
標
値
、
目
標
年
度
、
過
去
デ
ー
タ

と
も
存
在
し
な
い
。

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
は
達
成
さ
れ
る

見
込
み
か

 

20
11

年
8月

ま
で
に
キ
ル
ギ

ス
全
土
で
道
路
維
持
管
理
手

法
が
確
立
さ
れ
る
。

 

・
道
路
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
状
況
、
普
及
状

況
、
活
用
状
況

 

・
道

路
維

持
管

理
マ

ニ
ュ
 

ア
ル

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

道
路
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で

に
完
成
の
予
定
。
道
路
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
紹
介
セ
ミ

ナ
ー
が
、
国
内
全
土
の

PL
U

AD
/U

AD
を
対
象
に
実
施
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
知
識
が
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
に
限
ら

れ
る
傾
向
が
あ
り
、
実
質
的
な
全
国
展
開
に
至
っ
て
い
な
い
。  

 
 

20
11

年
8月

ま
で
に
キ
ル
ギ

ス
全
土
で
道
路
維
持
管
理
の

た
め
の
情
報
管
理
体
制
が
確

立
さ
れ
る
。

 

・
道
路
台
帳
の
作
成
状
況
、

普
及
状
況
、
活
用
状
況

 
・
道
路
台
帳

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

道
路
台
帳
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
ほ
ぼ
完
成
。
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ

て
全

PL
U

AD
/U

AD
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
道
路
台
帳
作
成

の
た
め
に
全

PL
U

AD
/U

AD
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て

パ
ソ
コ
ン
及
び
通
信
機
器
が
供
与
さ
れ
、
実
施
体
制
は
整
っ

て
い
る
。

 
 

 
20

11
年

8月
ま
で
に
キ
ル
ギ

ス
全
土
で
道
路
維
持
管
理
の

た
め
の
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム

が
確
立
さ
れ
る
。

 

・
品
質
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
状
況
、
普
及
状
況
、

活
用
状
況

 

・
品
質
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

コ
チ
コ
ー
ル
材
料
試
験
室
向
け
試
験
機
器
の
調
達
は
完
了
。

材
料
試
験
室
で
の
試
験
方
法
に
関
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
も
完

成
。

AA
SH

TO
の
部
分
訳
も
完
了
。
試
験
室
で
の
材
料
試
験

の
研
修
に
は
全
州
か
ら
代
表
者
が
参
加
。

1
カ
月
の
フ
ル
コ
ー

ス
の
参
加
者
が

8
名
。

1
週
間
の
基
礎
コ
ー
ス
の
み
の
参
加
者

が
37

名
。
研
修
を
受
け
て
も
、
試
験
機
器
を
所
有
し
て
い
な

い
地
区
で
は
実
践
で
き
な
い
。
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項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
調
査
結
果

 
大
項
目

 
小
項
目

 
実
績
の

検
証
（
続

き
）

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
は
達
成
さ
れ
る

見
込
み
か
（
続
き
）  

20
11

年
8月

ま
で
に
キ
ル
ギ

ス
全
土
で
道
路
維
持
管
理
の

委
託
の
た
め
の
情
報
が
提
供

さ
れ
る
。

 

・
委
託
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作

成
状
況
、
普
及
状
況
、
活

用
状
況

 

・
委
託
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 
・
入
札
評
価
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

道
路
維
持
管
理
の
外
部
委
託
・
民
営
化
に
関
し
て

AD
B
が
同

様
の
調
査
を
実
施
。
重
複
を
避
け
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
当
該
活
動
の
実
施
を
取
り
や
め
。
そ
の
決
定
に
際
し
て
、

JI
CA

キ
ル
ギ
ス
事
務
所
に
依
頼
し
て
、
キ
ル
ギ
ス
全
土
を
対

象
に
民
間
建
設
会
社
の
実
態
調
査
を
実
施
。

40
社
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
送
付
。
う
ち

35
社
か
ら
回
答
を
得
た
。
そ
の
結
果
、

外
部
委
託
を
受
託
で
き
る
だ
け
の
技
術
力
を
有
す
る
会
社

は
、
ビ
シ
ュ
ケ
ク
市

17
社
、
チ
ュ
イ
州

8
社
、
他
州
は
そ
れ

ぞ
れ

1～
2
社
程
度
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
が
判
明
。

 
 

 
20

11
年

8月
ま
で
に
キ
ル
ギ

ス
全
土
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
と
評
価
手
法
が
確
立

さ
れ
る
。

 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
手
法

の
選
定
状
況
、
普
及
状
況
、

活
用
状
況

 

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
評

価
報
 

告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

道
路
行
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
協
同
で

VI
M

S
を
導
入
。
試
行

的
に

Co
re

 N
et

wo
rk

 5
,4

00
km

の
う
ち

1,
80

0k
m

の
IR

I
の
計
測
。
現
在
、

VI
M

S
を
操
作
で
き
る
技
術
者
は
、

M
OT

C
に

3
名
、
設
計
研
究
所
に

1
名
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ロ
ー

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
に

1
名
育
っ
て
い
る
。

 
 

成
果
は
計
画
ど
お

り
産
出
さ
れ
た
か

/さ
れ
る
見
込
み

か
 

1-
1 

M
OT

C
が
、
新
道
路
修

理
台
帳
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
作
成
す
る
。

 

・
道

路
修

理
台

帳
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
案

作
成

状
況

と

そ
の
質

 

・
新

道
路
修

理
台

帳
フ

ォ

ー
マ
ッ
ト
案

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

新
道
路
修
理
台
帳
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
作
成
は
ほ
ぼ
完
了
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
最
終
版
を
作
成
す
る
予
定
。

 

 
 

1-
2 

モ
デ
ル
地
区
で
道
路
修

理
台
帳
が
整
備
さ
れ

る
。

 

・
モ
デ
ル
地
区
で
の
道
路
修

理
台

帳
の

作
成

状
況

と

そ
の
質

 

・
モ

デ
ル
地
区

で
作
成
さ

れ
た
道
路
修
理
台
帳

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

モ
デ
ル
地
区
で
の
道
路
台
帳
作
成
は
完
了
。

 

 
 

1-
3 

モ
デ
ル
地
区
以
外
で
道

路
修
理
台
帳
が
作
成
さ

れ
る
。

 

・
モ
デ
ル
地
区
以
外
で
の
道

路
修

理
台

帳
の

作
成

状

況
と
そ
の
質

 

・
モ

デ
ル
地
区

以
外
で
作

成
さ

れ
た

道
路

修
理

台

帳
 

・
C/

P、
日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

モ
デ
ル
地
区
以
外
で
の
道
路
台
帳
作
成
は
進
行
中
。

20
11

年

7
月
に
全
国
か
ら
試
行
的
に
記
入
し
た
道
路
台
帳
を
持
参
し
、

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
最
終
決
定
を
行
う
予
定
。

 

 
 

1-
4 

道
路
破
損
状
況
が

KR
Iで

示
さ
れ
る
。

 
・
対
象
地
区
の
確
認
（
モ
デ

ル
地
区
か
全
国
か
）

 
・

KR
I計

測
値

 

・
KR

I計
測
結
果

 
・
文
献
調
査

 
道
路
破
損
状
況
を

IR
I（

= 
KR

I）
で
示
す
シ
ス
テ
ム
が
整
備

さ
れ
た
。

VI
M

S
の
導
入
。

 

 
 

1-
5 

修
理
必
要
箇
所
が
明
示

さ
れ
る
。

 
・
対
象
地
区
の
確
認
（
モ
デ

ル
地
区
か
全
国
か
）

 
・
修
正
必
要
箇
所

 

・
修

理
必
要
箇

所
計
測
結

果
 

・
文
献
調
査

 
道
路
台
帳
上
で
修
理
必
要
箇
所
を
明
示
す
る
シ
ス
テ
ム
が
整

備
さ
れ
た
。
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項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
調
査
結
果

 
大
項
目

 
小
項
目

 
実
績
の

検
証
（
続

き
）

 

成
果
は
計
画
ど
お

り
産
出
さ
れ
た
か

/さ
れ
る
見
込
み

か
（
続
き
）

 

2-
1 

道
路
設
計
基
準
項
目
を

確
定
す
る
。（

第
1
年

次
）

 

・
道
路
設
計
基
準
項
目
の
確

定
状
況

 
・「

中
期
的
な
道
路
設
計
基

準
の
整
備
の
方
向
性
」

 
・
道

路
設
計
基

準
マ
ニ
ュ

ア
ル

 

・
文
献
調
査

 
道
路
設
計
基
準
項
目
の
確
定
は
完
了
。

 

 
 

2-
2 

舗
装
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
作
成
さ
れ
る
。（

第
2

年
次
）

 

・
舗
装
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
状
況

 
・
舗
装
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

質
 

・
道

路
設
計
基

準
マ
ニ
ュ

ア
ル

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
は
完
了
。

 

 
 

2-
3 

現
道
調
査
が
実
施
で
き

る
。（

第
2
年
次
）

 
・
対
象
地
区
の
確
認
（
モ
デ

ル
地
区
か
全
国
か
）

 
・
現
道
調
査
の
実
施
状
況
と

そ
の
質

 

・
C/

P、
日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
現
道
調
査
の
実
施
方
法
は
理
解

さ
れ
た
。
そ
の
知
識
を
活
用
し
て
、
モ
デ
ル
地
区
で
は
実
際

に
現
道
調
査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
モ
デ
ル
地
区
以
外
で
は
実

施
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

 
 

 
2-

4 
試
験
室
で
材
料
試
験
が

で
き
る
。（

第
2
年
次
） 

・
対
象
地
区
の
確
認
（
モ
デ

ル
地
区
か
全
国
か
）

 
・
材
料
試
験
の
実
施
状
況
と

そ
の
質

 

・
C/

P、
日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 
材
料
試
験
室
で
の
材
料
試
験
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
試
験
室
ス
タ
ッ
フ
は
研
修
の
講
師
を
務
め
ら
れ
る
レ
ベ

ル
に
ま
で
能
力
を
高
め
て
い
る
。

 

 
 

2-
5 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
配
合
が

で
き
る
。（

第
2
年
次
） 

・
対
象
地
区
の
確
認
（
モ
デ

ル
地
区
か
全
国
か
）

 
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
配
合
の
実

施
状
況
と
そ
の
質

 

・
C/

P、
日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
配
合
に
関
す
る
知

識
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
あ
る
程

度
の
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
原
石
の
選
定
、
水
洗

い
を
含
む
ク
ラ
ッ
シ
ン
グ
等
が
で
き
て
い
な
い
。

 
 

 
2-

6 
舗
装
設
計
が
で
き
る
。

（
第

2
年
次
）

 
・
対
象
地
区
の
確
認
（
モ
デ

ル
地
区
か
全
国
か
）

 
・
舗
装
設
計
の
実
施
状
況
と

そ
の
質

 

・
C/

P、
日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
修
理
設
計
に
関
し
て
は
、

20
11

年
6
月

に
担
当
の
日
本
人
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
、
訓
練
を
開
始
す
る

予
定
。

 

 
 

2-
7 

道
路
舗
装
修
理
調
査
・

設
計
の
で
き
る
技
術
者

が
増
加
す
る
。

 

・
設
計
技
術
者
数
の
時
系
列

変
化

と
そ

の
技

術
レ

ベ

ル
 

・
M

OT
C
作
成
ド
キ
ュ
メ

ン
ト

 
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
作
成
ド

キ
ュ
メ
ン
ト

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

道
路
舗
装
修
理
調
査
・
設
計
が
で
き
る
技
術
者
の
数
は
研
修

参
加
者
数
を
も
っ
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

前
は
道
路
舗
装
修
理
調
査
・
設
計
が
で
き
る
技
術
者
は
ほ
と

ん
ど
皆
無
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
一
定
数
の
技
術
者

の
能
力
向
上
が
図
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
研
修
で
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
、
現
場
で
実
践
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
は

確
認
で
き
て
い
な
い
。
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項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
調
査
結
果

 
大
項
目

 
小
項
目

 
実
績
の

検
証
（
続

き
）

 

成
果
は
計
画
ど
お

り
産
出
さ
れ
た
か

/さ
れ
る
見
込
み

か
（
続
き
）

 

3-
1 

道
路
維
持
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成

 
・
道
路
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の

作
成

状
況

と
そ

の

質
 

・
道

路
設
計
基

準
マ
ニ
ュ

ア
ル

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

道
路
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
最
終
仕
上
げ
段
階
に
あ
り
、

20
11

年
8
月
ま
で
に
完
成
す
る
予
定
。

 

 
 

3-
2 

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
と
普

及
 

・
M

OT
C
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

の
実
施
回
数
、
そ
の
質
、

参
加
者
人
数
、
参
加
者
評

価
 

・
セ
ミ
ナ
ー
記
録

 
・
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
、

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、
そ
の
他

関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

道
路
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
継
続
し

て
実
施
中
。
普
及
は
セ
ミ
ナ
ー
を
も
っ
て
行
う
予
定
。

 

 
 

3-
3 

現
場
管
理
計
画
が
確
立

さ
れ
普
及
さ
れ
る
。

 
・
対
象
地
区
の
確
認
（
モ
デ

ル
地
区
か
全
国
か
）

 
・
現
場
管
理
計
画
の
実
施
状

況
と
そ
の
普
及
度
合
い

 

・
現
場
指
示
集

 
・
現

場
管
理
計

画
実
施
地

一
覧

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

現
場
管
理
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

OJ
T
及

び
現
場
管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
導
入
が
図
ら
れ
た
。
施
工

計
画
は
、
施
工
数
量
（
修
理
必
要
箇
所
数
）
の
確
定
が
困
難

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

M
OT

C
は
、

予
算
の
許
す
範
囲
で
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
修
理
し
て
い
る

の
が
実
情
。

 
 

 
3-

4 
施
工
計
画
が
確
立
さ
れ

BN
T・

DE
P
に
普
及

さ
れ
る
。

 

・
施
工
計
画
の

BN
T・

DE
P

に
お
け
る
実
施
状
況
と
そ

の
質

 

・
BN

T
会
議
議
事
録

 
・

CM
セ
ミ
ナ
ー
実
施

 
・
施
工
計
画
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

材
料
試
験
室
で
の
材
料
試
験
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
配
合
の
研
修
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時

ま
で
に
実
施
さ
れ
る
予
定
。

 

 
 

3-
5 

施
工
管
理
で
き
る
技
術

者
・
技
能
者
の
数
が
増

加
す
る
。

 

・
施

工
管

理
で

き
る

技
術

者
・
技
能
者
数
の
時
系
列

変
化

 

・
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
数

 
・
現
場
技
術
者
数

 
・
研
修
参
加
者

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

施
工
計
画
及
び
施
工
監
督
が
で
き
る
技
術
者
の
数
は
研
修
参

加
者
数
を
も
っ
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前

は
施
工
計
画
及
び
施
工
監
督
が
で
き
る
技
術
者
は
ほ
と
ん
ど

皆
無
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
一
定
数
の
技
術
者
の
能

力
向
上
が
測
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
が
現

場
で
実
践
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

 
 

 
3-

6 
地
方
部
に
お
け
る
維
持

管
理
研
修

 
・
地
方
部
に
お
け
る
維
持
管

理
研
修
の
実
施
回
数
、
そ

の
質
、
参
加
者
人
数
、
参

加
者
評
価

 

・
セ
ミ
ナ
ー
記
録

 
・
研
修
参
加
者
、

C/
P、

日

本
人

専
門

家
、

そ
の

他

関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

道
路
維
持
間
に
罹
患
す
る
地
方
研
修
は
継
続
し
て
実
施
中
。

 

 
 

3-
7 

外
部
委
託

 
・
外
部
委
託
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
状
況

 
・
外
部
委
託
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 
・
研
修
参
加
者
、

C/
P、

日

本
人
専
門
家
、
そ
の
他
関

係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査

 

道
路
維
持
管
理
の
外
部
委
託
に
関
す
る
活
動
は
、

AD
B
の
調

査
と
重
複
す
る
こ
と
、
民
間
建
設
業
者
調
査
を
通
し
て
地
方

に
民
間
業
者
が
育
っ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
実
施
は
中
止
さ
れ
て
い
る
。  
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項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
調
査
結
果

 
大
項
目

 
小
項
目

 
実

績
の

検
証
（
続

き
）

 

投
入
の
質
・
量
・

タ
イ
ミ
ン
グ
は
適

切
だ
っ
た
か

 

日
本
側
投
入

 
長
・
短
期
専
門
家
の
質
・
量
・

タ
イ
ミ
ン
グ

 

・
投
入
実
績
デ
ー
タ

 
・

C/
P
の
意
見

 
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
作
成
実

績
表

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
技
術
力
が
高
く
、
熱
心
に
指
導
し
て
く
れ
て
、
大
変
に
あ
り

が
た
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。

派
遣
期
間
が
短
期
な
の
は
、
日
本
側
の
都
合
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
ら
致
し
方
な
い
。
長
期
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
の
は
当
然

だ
が
、
短
期
だ
か
ら
と
問
題
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

 
 

 
日
本
側
投
入

 
供
与
機
材
の
質
・
量
・
タ
イ

ミ
ン
グ

 

・
投
入
実
績
デ
ー
タ

 
・

C/
P
の
意
見

 
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
作
成
実

績
表

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
高
度
な
機
材
を
供
与
し
て
も
ら
っ
た
。
機
材
の
性
能
、
量
、

納
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
問
題
は
な
か
っ
た
。
故
障
し
た

と
き
に
故
障
箇
所
や
故
障
原
因
を
特
定
で
き
る
か
心
も
と
な

い
（
無
償
で
供
与
さ
れ
た
建
設
機
械
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
）。

 
 

 
日
本
側
投
入

 
本
邦
研
修
の
質
・
量
・
タ
イ

ミ
ン
グ

 

・
投
入
実
績
デ
ー
タ

 
・

C/
P
の
意
見

 
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
作
成
実

績
表

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
た
め
に
ア
レ
ン

ジ
さ
れ
た
も
の
で
、
内
容
は
適
切
で
、
非
常
に
有
益
だ
っ
た
。  

 
 

日
本
側
投
入

 
調
査
団
の
質
・
量
・
タ
イ
ミ

ン
グ

 

・
投
入
実
績
デ
ー
タ

 
・

C/
P
の
意
見

 
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
作
成
実

績
表

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
適
切
だ
っ
た
。

VI
M

S
専
門
家
の
運
営
指
導
調
査
は
特
に
有

益
だ
っ
た
。

 

 
 

キ
ル
ギ
ス
側
投
入

 
C/

P
の
質
・
量
・
タ
イ
ミ
ン

グ
 

・
投
入
実
績
デ
ー
タ

 
・
日
本
人
専
門
家
の
意
見

 
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
作
成
実

績
表

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
か
ら
、
総
勢

20
名
を
超
え
る
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
配
置
さ
れ
た
。
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
・
メ
ン
バ

ー
は
、
定
年
退
職
や
異
動
の
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当

初
の

8
名
か
ら
現
時
点
の

3
名
に
減
っ
た
と
は
い
え
、
常
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
キ
ル
ギ
ス
側
の
現
場
リ
ー
ダ
ー
及

び
調
整
役
と
し
て
重
責
を
果
た
し
て
き
て
い
る
。

 
 

 
キ
ル
ギ
ス
側
投
入

 
土
地
、
建
物
、
付
帯
施
設
の

質
・
量
・
タ
イ
ミ
ン
グ

 

・
投
入
実
績
デ
ー
タ

 
・
日
本
人
専
門
家
の
意
見

 
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
作
成
実

績
表

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
キ
ル
ギ
ス
側
は
、
日
本
人
専
門
家
チ
ー
ム
の
執
務
室
の
提
供
、

コ
チ
コ
ー
ル
の
材
料
試
験
室
の
改
装
な
ど
を
行
っ
た
。
財
政

難
の
な
か
で
、
よ
く
材
料
試
験
室
の
改
装
を
行
っ
て
く
れ
た
。  

 
 

キ
ル
ギ
ス
側
投
入

 
現
地
業
務
費
の
量
・
タ
イ
ミ

ン
グ

 

・
投
入
実
績
デ
ー
タ

 
・
日
本
人
専
門
家
の
意
見

 
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
作
成
実

績
表

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
現
地
業
務
評
価
に
問
題
は
な
い
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
を
キ
ル
ギ
ス
側
予
算
内
で
実
施
し
た
た
め
、
当
初
計

画
の

10
km

の
舗
装
が
、

1k
m

弱
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
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項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
調
査
結
果

 
大
項
目

 
小
項
目

 
実
施
プ

ロ
セ
ス

の
検
証

 
 

活
動
は
計
画
ど
お

り
に
実
施
さ
れ
た

か
 

活
動
の
進
捗
に
問
題
（
遅

れ
・
中
断
等
）
は
な
か
っ
た

か
。
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
は

何
で
、
そ
の
原
因
は
何
か
。

そ
の
解
決
方
法
。

 

・
活
動
の
進
捗
状
況

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
20

10
年

4
月
の
政
変
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

4
カ
月
間

に
わ
た
る
活
動
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
前
後
か
ら

M
OT

C
を
含
む
政
府
機
関
の
組
織
改
編
が
続
き
、
本
評
価
時

点
に
至
っ
て
も
ま
だ
そ
の
影
響
が
続
い
て
い
る
。

 

技
術
移
転
は
順
調

に
進
ん
だ
か

 
技
術
移
転
の
進
捗
に
問
題
は

な
か
っ
た
か
。

 
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
何
で
、

そ
の
原
因
は
何
か
。
そ
の
解

決
方
法
。

 

・
技
術
移
転
の
進
捗
状
況

 
・

C/
P
の
理
解
度
、
習
得
度

 ・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
研
修
に
は
基
本
的
に
す
べ
て
の
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
に
す
べ
て
の

PL
U

AD
/U

AD
か
ら
の
代
表
者
が
参
加
し
て
い
る
。
シ
ス
テ

ム
の
技
術
移
転
に
は
問
題
は
な
い
が
、
機
材
が
な
い
と
こ
ろ
で

は
、
そ
の
実
践
が
難
し
い
。
た
だ
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス

コ
ー
プ
は
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
ま
で
で
、
実
践
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
に
問
題
は
な
か

っ
た
か

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て

い
た
か

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
方
法
、
頻
度

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
日
本
人
専
門
家
と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
週
会
議
、
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
会
議
、

EC
会
議
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

担
当

PL
U

AD
と
の
週
会
議
な
ど
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

会
議
体
が
整
然
と
形
づ
く
ら
れ
、
実
行
さ
れ
て
き
て
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
を
認
識
し
た

適
切
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
え
る
。

 
 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
円
滑
に
行

わ
れ
た
か

 

・
定
例
会
議
等
、
会
議
・
打

合
せ
の
実
施
方
法
、
そ
の

内
容

 

・
定
例
会
議
議
事
録
他

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
同
上

 

 
 

JI
CA

本
部
、

JI
CA

キ
ル
ギ

ス
事
務
所
と
の
連
絡
・
協
力

は
円
滑
だ
っ
た
か

 

・
連
絡
・
協
力
状
況

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
同
上

 

 
 

M
OT

C、
PL

U
AD

、
U

AD
等
と
の
連
絡
・
協
力
は
円
滑

だ
っ
た
か

 

・
連
絡
・
協
力
状
況

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
同
上
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項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
調
査
結
果

 
大
項
目

 
小
項
目

 
実
施
プ

ロ
セ
ス

の
検
証

 
（
続
き
） 

実
施
機
関
や

C/
P

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
対
す
る
オ
ー
ナ

ー
シ
ッ
プ
は
高
い

か
 

M
OT

C 
は

高
い

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ
プ
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
か
。

 

・
キ
ル
ギ
ス
側
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
予
算
の
時
系
列
変
化

 
・
活
動
実
施
状
況

 
・
連
絡
・
協
力
状
況

 
・

M
OT

C
ス
タ
ッ
フ
の
認
識

 ・
M

OT
C
予
算
書

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
JC

C
議
長
を
運
輸
通
信
大
臣
が
務
め
る
、
財
政
難
の
な
か
、

材
料
試
験
所
の
改
装
を
含
む
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予

算
を
全
額

M
OT

C
が
負
担
す
る
、
政
変
後
の
組
織
改
編
の
な

か
で
も
核
に
な
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
を
変
更
せ
ず
に
確
保

す
る
な
ど
、
キ
ル
ギ
ス
側
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組
み

姿
勢
は
高
く
評
価
で
き
る
。

 
 

関
係
者
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
の
参
加

度
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
す
る
認
識

は
高
い
か

 

PL
U

AD
、

U
AD

、
道
路
維

持
管

理
事

務
所

（
Ro

ad
 

M
ai

nt
en

an
ce

 
Of

fic
e
：

DE
P）

、
試
験
室
、
設
計
研
究

所
な
ど
の
関
係
者
は
本
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
を

認
識

し
、
協
力
的
だ
っ
た
か
。

 
 

・
PL

UA
D、

U
AD

、
DE

P、
試
験
室
、
設
計
研
究
所
な

ど
関

係
者

の
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

目
標

に
対

す
る

認

識
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 
・

PL
UA

D、
UA

D、
DE

P、
試

験
室
、

設
計

研
究

所

の
関
係
者
な
ど

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
研
修
に
は
基
本
的
に
す
べ
て
の
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
に
す
べ
て
の

PL
U

AD
/U

AD
か
ら
の
代
表
者
が
参
加
し
て
い
る
。
試
験
室

ス
タ
ッ
フ
は
講
師
を
務
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
成
長
。
設
計

研
究
所
か
ら
は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー

2
名

が
参
加
。
中
核
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
過
程
で
生
じ

た
問
題
や
、
効
果

発
現
に
影
響
を
与

え
た
要
因
は
何
か

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
阻

害
要

因
、
促
進
要
因
は
何
か
。
阻

害
要
因
に
対
す
る
対
応
は
ど

の
よ

う
な

も
の

で
あ

っ
た

か
。

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録

 
 

・
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
進
捗
報

告
書

 
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
年
次
報

告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
試
験
室
の
役
割
や
機
能
が
現
行
の

M
OT

C
の
組
織
的
・
制
度

的
構
造
の
中
に
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
試
験

室
の
活
動
が

M
OT

C
や
地
方
事
務
所
の
間
で
認
識
さ
れ
て
お

ら
ず
、
試
験
室
の
仕
事
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
た
状
況
や
、

職
員
の
士
気
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

 
20

10
年

4月
の
政
変
に
よ
り

4カ
月
間
に
わ
た
る
活
動
停
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
政
変
以
前
に
始
ま
っ
た
政
府
関
係
機
関

の
組
織
改
編
は
政
変
後
も
引
き
続
き
、
本
評
価
時
に
至
っ
て
も

そ
の
影
響
は
続
い
て
い
る
。

 
 

他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
の
協
力
・
連
携

は
適
切
だ
っ
た
か

 

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
無
償

資
金
協
力
、
そ
の
他
わ
が
国

の
支
援
事
業
と
の
連
携
は
効

果
的
・
効
率
的
だ
っ
た
か
。

 

・
協
力
・
連
携
状
況

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録

 ・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

政
策

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

そ

の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
本
技
プ
ロ
、
道
路
行
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
無
償
資
金
協
力
の

3
つ
の
異
な
る
ス
キ
ー
ム
が
連
携
し
あ
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
形
成
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
道
路
行
政

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
道
路
行
政
全
般
に
わ
た
る
総
合
的
な
視
点

に
立
っ
た
調
整
と
提
言
を
行
い
、
無
償
資
金
協
力
が
必
要
な
施

設
及
び
機
材
を
供
与
し
、
技
プ
ロ
が
そ
れ
ら
の
施
設
及
び
機
材

を
用
い
て
シ
ス
テ
ム
構
築
並
び
に
技
術
移
転
を
行
っ
た
。
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項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
調
査
結
果

 
大
項
目

 
小
項
目

 
実
施
プ

ロ
セ
ス

の
検
証

 
（
続
き
） 

 
・
世
界
銀
行
や

AD
B
な
ど
の

他
事
業
と
の
連
携
は
効
果

的
・
効
率
的
だ
っ
た
か
。

 

・
協
力
・
連
携
状
況

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録

 ・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

世
銀
・

AD
B
担
当
者
そ

の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
情
報
交
換
等
の
交
流
は
あ
っ
た
が
、
と
く
に
具
体
的
な
連
携
活

動
は
行
っ
て
い
な
い
。

 
世
銀
が
計
画
し
て
い
る

Ro
ad

 A
ss

et
 M

an
ag

em
en

t P
ro

jec
t

は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
収
集
デ
ー
タ
や
道
路
維
持
管
理
シ
ス

テ
ム
を
土
台
に
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

 
妥
当
性

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
め

ざ
す

効
果

は
、
キ
ル
ギ
ス
の

国
家
政
策
に
合
致

し
て
い
る
か

 

キ
ル
ギ
ス
国
家
開
発
計
画
に

お
け
る
道
路
維
持
管
理
の
位

置
づ
け

 

・
キ
ル
ギ
ス
の
道
路
開
発
計

画
及

び
道

路
維

持
管

理

計
画

 

・
キ

ル
ギ
ス
国

家
開
発
計

画
 

・
Ro

ad
 S

ec
to

r 
De

ve
lo

pm
en

t 
St

ra
te

gy
最
新
版

 

・
文
献
調
査

 
国

家
開

発
計

画
「

Co
un

tr
y 

De
ve

lo
pm

en
t 

St
ra

te
gy

 
20

07
-2

01
0 」

は
、
優
先

4
分
野
の

1
つ
で
あ
る
「
経
済
開
発
」

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
を
挙
げ
て
お
り
、

特
に
道
路
の
建
設
及
び
修
復
を
優
先
し
て
い
る
。
道
路
開
発
計

画
「

Ro
ad

 
Se

ct
or

 
De

ve
lo

pm
en

t 
St

ra
te

gy
 

fo
r 

20
07

-2
01

0 」
は
、
道
路
の
維
持
管
理
に
関
し
て
、
主
要
道
路

及
び
地
方
道
路
の
修
復
、
道
路
維
持
管
理
の
推
進
・
強
化
、
道

路
管
理
体
制
の
再
構
築
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
道
路
維
持
管
理
事

業
へ
の
参
入
な
ど
を
目
標
と
し
て
い
る
。

 
 

 
 

・
M

OT
C
予
算
に
お
け
る
道

路
維
持
管
理
の
割
合
（
時

系
列
デ
ー
タ
）

 

・
M

OT
C
予
算
書

 
・
文
献
調
査

 
M

OT
C

の
総
予
算
か
ら
道
路
維
持
管
理
を
切
り
分
け
て
管
理

し
て
い
な
い
た
め
、
割
合
の
推
移
は
不
明
。

 

 
日
本
の
援
助
政
策

に
合
致
し
て
い
る

か
 

援
助
重
点
課
題
及
び
国
別
事

業
実
施
計
画
等
と
の
関
連
性

は
あ
る
か

 

・
日
本
の
援
助
重
点
課
題

 
・
日
本
の
キ
ル
ギ
ス
に
対
す

る
支
援
方
針

 

・
JI

CA
国

別
事

業
実

施
 

計
画

 
 

・
文
献
調
査

 
国
別
支
援
計
画
「

Co
un

tr
y A

ss
ist

an
ce

 P
ro

gr
am

 fo
r t

he
 

Ky
rg

yz
 R

ep
ub

lic
 (0

4.
20

09
) 」

は
、
援
助
重
点
項
目
と
し

て
、
経
済
成
長
の
た
め
の
基
盤
整
備
及
び
運
輸
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
を
挙
げ
て
い
る
。

 
 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル

ー
プ
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
て
い
る
か

 

M
OT

C、
PL

U
AD

、
U

AD
、

DE
P
は
道
路
維
持
管
理
能
力

の
向
上
を
必
要
と
し
て
い
る

か
 

・
M

OT
C
、

PL
U

AD
、

U
AD

、
DE

P
の
道
路
維

持
管

理
の

技
術

的
レ

ベ

ル
 

・
M

OT
C
及
び
援
助
機
関

の
作
成
文
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
キ
ル
ギ
ス
の
主
要
国
道
は
ア
ジ
ア
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
一
部
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
維
持
管
理
能
力
向
上
に
よ
る
道

路
整
備
は
国
際
的
に
も
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。
財
産
管

理
、
維
持
管
理
、
予
算
要
求
の
基
礎
資
料
と
な
る
台
帳
整
備
は

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
台
帳
整
備
の
必
要
性
は
高
い
。
道
路
設
計

基
準
に
関
し
て
は
、
既
存
の
ソ
連
時
代
の
基
準
の
活
用
利
便
性

は
低
く
、
国
際
的
に
も
通
用
す
る
設
計
基
準
を
実
用
的
に
ま
と

め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
の
必
要
性
は
高
い
。

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
・
上
位
目
標
達

成
の
手
段
と
し
て

妥
当
か

 

①
道
路
台
帳
の
整
備
、
②
道

路
設
計
基
準
の
適
用
、
③
工

事
管
理
技
術
の
向
上
に
よ
っ

て
、
道
路
維
持
管
理
技
術
が

向
上
し
、
実
施
体
制
が
確
立

さ
れ
る
か
。
さ
ら
に
は
地
方

・
関
係
者
の
認
識

 
・
事
前
評
価
調
査
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
コ
ー
プ
は
、道

路
維
持
管
理
の

PD
CA

サ
イ
ク
ル
（
図
あ
り
）
を
過
不
足
な
く
一
巡
し
て
道
路
維
持
管

理
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
を
形
成
す
る
計
画
に
な
っ
て
お
り
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
妥
当
で
あ
る
。
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項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
調
査
結
果

 
大
項
目

 
小
項
目

 
妥

当
性

（
続
き
）  

住
民
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
へ
の

ア
ク
セ
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
向
上

す
る
か

 
日
本
の
技
術
の
優

位
性
は
あ
る
か

 
日
本
の
道
路
維
持
管
理
及
び

建
設
産
業
育
成
の
経
験
は
有

効
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か

 

・
関
係
者
の
認
識

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・
政

策
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
報

告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
片
平
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
技
術
力
は
日
本
国
内
で
の
経
験
を

基
礎
に
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
経
験
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
随
所
で
生
か
さ
れ
て
い
る
。

 
VI

M
S

は
東
京
大
学
で
開
発
さ
れ
た
日
本
独
自
の
技
術
で
あ

る
。

 

 
 

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
無
償

資
金
協
力
、
そ
の
他
わ
が
国

の
他
事
業
と
の
連
携
は
有
効

に
働
い
た
か

 

・
協
力
・
連
携
の
状
況
、
実

績
、
効
果

 
・
関
係
者
の
意
見

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・
政

策
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
報

告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

政
策

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

そ

の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
前
出
：
実
施
プ
ロ
セ
ス
の
検
証

 

有
効
性

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
は
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
貢
献
に
よ

っ
て
達
成
さ
れ
た

か
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
達
成

さ
れ
た
か
（
前
出
：
実
績
の

検
証
）

 

（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
（
前
出
：
実
績
の

検
証
）

 
前
出
：
実
績
の
検
証

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
指
標
の

達
成
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
達
成
に
よ
る

も
の
か

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成

度
（
前
出
：
実
績
の
検
証
）  

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
達

成
度
 

（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
・
関
係
者
の
認
識

 

（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

（
前
出
：
実
績
の

検
証
）

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

前
出
：
実
績
の
検
証

 
前
出
：
妥
当
性

 

 
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
よ
っ
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
が
達
成
さ

れ
る
と
い
う
論
理
は
適
切
だ

っ
た
か
（
前
出
：
妥
当
性
）

 

（
前
出
：
妥
当
性
）

 
（
前
出
：
妥
当
性
）

 
（
前
出
：
妥
当
性
） 

前
出
：
妥
当
性

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
達
成
を
促
進
あ

る
い
は
阻
害
し
た

要
因
は
何
か

 

定
期
的
に
道
路
修
理
台
帳
が

更
新
さ
れ
た
か
（
外
部
条
件
）  

・
道
路
修
理
台
帳
更
新
状
況

 ・
道
路
修
理
台
帳

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

PD
CA

を
一
巡
し
て
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
定
期
的
更
新
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ス
コ
ー
プ
を
超
え
て
い
る
。
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項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
調
査
結
果

 
大
項
目

 
小
項
目

 
有

効
性

（
続
き
）  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
指

導
を
受
け
た

M
OT

C
職
員

が
離
職
し
て
い
な
い
か
（
外

部
条
件
）

 

・
M

OT
C
職
員
離
職
状
況

 
・

M
OT

C
作
成
文
書

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
離
職
率
は
低
い
。

 
「
試
験
室
の
ス
タ
ッ
フ

3
名
は

BN
T 

U
AD

の
予
算
で
雇
用

し
て
い
る
。
冬
期
は
仕
事
が
な
い
の
で
解
雇
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
た
だ
、
ほ
か
に
仕
事
は
な
い
の
で
、
転
職
す
る
心
配
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
」

 
 

M
OT

C
若
手
職
員
に
技
術
が

安
定

的
に

伝
承

さ
れ

た
か

（
外
部
条
件
）

 

・
M

OT
C

若
手
職
員
へ
の
 

技
術
の
伝
承
状
況

 
・

M
OT

C
作
成
文
書

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
M

OT
C

技
術
者
の
年
齢
構
成
に
大
き
な
偏
り
が
あ
り
、
若
手

職
員
が
手
薄
で
あ
る
。
今
後

5～
10

年
と
い
っ
た
中
長
期
の

う
ち
に
大
量
の
熟
練
技
術
者
の
退
職
が
予
想
さ
れ
る
。

 

 
道
路
及
び
機
材
の
維
持
管
理

予
算
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か

（
外
部
条
件
）

 

・
道
路
及
び
機
材
の
維
持
管

理
予
算

 
・

M
OT

C
予
算
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
M

OT
C
の
年
間
総
予
算
は
、

20
09

年
ま
で
は
増
加
傾
向
に
あ

っ
た
が
、

20
10

年
以
降
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。
総
額
に
お
い

て
は
、
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

20
09

年
以
前
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
必
要
額
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

 
 

キ
ル
ギ
ス
の
交
通
・
自
然
条

件
に
応
じ
て
仕
様
・
基
準
が

更
新
で
き
た
か
（
外
部
条
件
）  

・
仕
様
・
基
準
の
更
新
状
況

 ・
M

OT
C
作
成
文
書

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
仕
様
・
基
準
の
更
新
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
基
礎
に

行
わ
れ
る
も
の
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
中
の
外
部
条
件
で

は
な
い
。

 

 
そ
の
他
の
促
進
・
阻
害
要
因

は
あ
っ
た
か

 
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
特
に
な
し

 

効
率
性

 
達
成
さ
れ
た
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
か
ら
み

て
、
投
入
の
質
・

量
・
タ
イ
ミ
ン
グ

は
適
切
か

 

専
門
家
派
遣
人
数
、
専
門
分

野
・
能
力
、
派
遣
時
期
・
期

間
は
適
切
か
（
前
出
：
実
績

の
検
証
）

 

（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
（
前
出
：
実
績
の

検
証
）

 
前
出
：
実
績
の
検
証

 

 
供
与
機
材
の
種
類
、
量
、
設

置
時
期
は
適
切
か
（
前
出
：

実
績
の
検
証
）

 

（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
（
前
出
：
実
績
の

検
証
）

 
前
出
：
実
績
の
検
証

 

 
研
修
員
受
入
人
数
、
研
修
内

容
、
研
修
期
間
、
受
入
時
期

は
適
切
か
（
前
出
：
実
績
の

検
証
）

 

（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
（
前
出
：
実
績
の

検
証
）

 
前
出
：
実
績
の
検
証
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項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
調
査
結
果

 
大
項
目

 
小
項
目

 
効

率
性

（
続
き
）  

 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

人

数
、
配
置
時
期
、
能
力
は
適

切
か
（
前
出
：
実
績
の
検
証
）  

（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
（
前
出
：
実
績
の

検
証
）

 
前
出
：
実
績
の
検
証

 

 
 

建
物
・
施
設
の
質
、
規
模
、

利
便
性
は
適
切
か
（
前
出
：

実
績
の
検
証
）

 

（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
（
前
出
：
実
績
の

検
証
）

 
前
出
：
実
績
の
検
証

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

予
算
は
適
正
規
模

か
 

類
似
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
比
較

し
て
妥
当
な
コ
ス
ト
か

 
・
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
投

入
コ
ス
ト

 
・
類
似
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

果
及

び
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

目
標
の
内
容
、
受
益
人
口

等
 

・
類
似
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総

投
入
コ
ス
ト

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・
類

似
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
終

了
時
評
価
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
類
似
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ス
ト
情
報
は
入
手
で
き
て
い
な
い
。
 

 
効
率
性
を
促
進
・

阻
害
し
た
要
因
は

何
か

 

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
無
償

資
金
協
力
、
そ
の
他
わ
が
国

の
他
事
業
と
の
連
携
は
有
効

に
働
い
た
か
（
前
出
：
妥
当

性
）

 

（
前
出
：
妥
当
性
）

 
（
前
出
：
妥
当
性
）

 
（
前
出
：
妥
当
性
） 

前
出
：
妥
当
性

 

 
 

定
例
会
議
、

JC
C
等
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
運
営
管
理
体
制
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
的
運

営
に
貢
献
し
た
か

 

・
関
係
者
の
認
識

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
日
本
人
専
門
家
と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
週
会
議
、
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
会
議
、

EC
会
議
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

担
当

PL
U

AD
と
の
週
会
議
な
ど
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

会
議
体
が
整
然
と
形
づ
く
ら
れ
、
実
行
さ
れ
て
き
て
い
る
。

 
 

 
そ
の
他
の
促
進
・
阻
害
要
因

は
あ
っ
た
か

 
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
政
変
に
よ
る

4
カ
月
の
活
動
中
断
。

 
政
変
前
か
ら
の

M
OT

C
の
組
織
改
編
。
い
ま
だ
に

M
OT

C
の
組
織
図
が
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
。

 
イ

ン
パ

ク
ト

 
上
位
目
標
は
達
成

さ
れ
る
見
込
み
か

 
上
位
目
標
は
達
成
さ
れ
る
見

込
み
か
（
前
出
：
実
績
の
検

証
）

 

（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
（
前
出
：
実
績
の
検
証
）

 
（
前
出
：
実
績
の

検
証
）

 
前
出
：
実
績
の
検
証

 

 
上
位
目
標
の
達
成

を
阻
害
す
る
要
因

は
あ
る
か

 

M
OT

C
の
予
算
が
減
少
し
な

い
か
（
外
部
条
件
）

 
・

M
OT

C
予
算

 
・

M
OT

C
予
算
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
前
出
：
有
効
性
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項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
調
査
結
果

 
大
項
目

 
小
項
目

 
イ
ン
パ

ク
ト

 
（
続
き
） 

 
十
分
な
建
設
機
械
が
あ
る
か

（
外
部
条
件
）

 
・
建
設
機
械
整
備
状
況

 
・

M
OT

C
作
成
文
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
一
部
、
無
償
資
金
協
力
に
よ
る
供
与
が
あ
っ
た
。

 

 
道
路
維
持
管
理
の
民
間
企
業

が
育
成
さ
れ
る
か
（
外
部
条

件
）

 

・
民
間
企
業
育
成
状
況

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
JI

CA
キ
ル
ギ
ス
事
務
所
に
依
頼
し
て
、
キ
ル
ギ
ス
全
土
を
対

象
に
民
間
建
設
会
社
の
実
態
調
査
を
実
施
。
外
部
委
託
を
受
託

で
き
る
だ
け
の
技
術
力
を
有
す
る
会
社
は
、
ビ
シ
ュ
ケ
ク
市

17
社
、
チ
ュ
イ
州

8
社
、
他
州
は
そ
れ
ぞ
れ

1～
2
社
程
度
し

か
存
在
し
な
い
こ
と
が
判
明
。

 
 

 
そ
の
他
の
促
進
・
阻
害
要
因

は
あ
る
か

 
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
建
設
機
械
を
含
む
機
材
の
整
備
状
況
が
、
上
位
目
標
の
達
成
に

大
き
く
影
響
す
る
。

 

 
上
位
目
標
の
達
成

は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
貢
献
に
よ
る

も
の
か

 

上
位
目
標
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
標
の
論
理
的
関
係
は
適
切

か
 

・
関
係
者
の
認
識

 
・
事
前
評
価
調
査
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
が
達
成
さ
れ
て
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が

っ
た
の
ち
、
機
材
整
備
状
況
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
上
位
目
標
の

達
成
度
は
高
く
な
る
。

 

 
そ
の
他
の
波
及
効

果
は
あ
る
か

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
キ

ル
ギ
ス
の
政
策
制
度
へ
の
影

響
は
あ
っ
た
か

 

・
関
係
者
の
認
識

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
新
道
路
開
発
戦
略
を
策
定
中
で
あ
り
、
ま
だ
具
体
的
な
影
響
は

み
え
な
い
が
、

M
OT

C
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
よ
る
と
、
新
道
路
開
発
戦
略
に
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

果
も
反
映
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

 
 

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
キ

ル
ギ
ス
の
組
織
体
制
へ
の
影

響
は
あ
っ
た
か

 

・
関
係
者
の
認
識

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
組
織
体
制
に
対
す
る
影
響
は
具
体
的
に
は
観
察
さ
れ
な
い
。

 
政
変
前
後
か
ら
の

M
OT

C
の
組
織
改
編
の
影
響
は
今
も
続
い

て
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
影
響
は
不
明
で
あ
る
。

 
 

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
キ

ル
ギ
ス
の
技
術
（
質
・
レ
ベ

ル
・
体
制
な
ど
）
へ
の
影
響

は
あ
っ
た
か

 

・
関
係
者
の
認
識

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
M

OT
C
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
、
材
料
試
験
室
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、

研
修
講
師
を
務
め
る
レ
ベ
ル
ま
で
技
術
向
上
し
た
人
材
が
育

っ
て
い
る
。

 

 
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
キ

ル
ギ
ス
の
環
境
へ
の
影
響
は

あ
っ
た
か

 

・
関
係
者
の
認
識

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
環
境
へ
の
影
響
は
特
に
な
し
。
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項
目

 
評
価
設
問

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
調
査
結
果

 
大
項
目

 
小
項
目

 
イ

ン
パ

ク
ト

 
（
続
き
） 

 
そ
の
他
の
影
響
（
正
負
）
は

あ
る
か

 
 

・
関
係
者
の
認
識

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
キ
ル
ギ
ス
に
お
け
る
橋
梁
の
維
持
管
理
及
び
冬
期
の
道
路
維

持
管
理
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
た
日
本
人
専
門
家
か
ら
の

提
案
に
基
づ
き
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
こ
れ
ら

2
点
に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

作
成

さ
れ

た
。

こ
れ

は
、

そ
れ

ま
で

M
OT

C
職
員
が
有
し
て
い
た
道
路
維
持
管
理
の
ス
コ
ー
プ
の

概
念
を
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

 
世

銀
が

計
画

し
て

い
る

Ro
ad

 A
ss

et
 M

an
ag

em
en

t 
Pr

oje
ct

は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
収
集
デ
ー
タ
や
道
路
維
持

管
理
シ
ス
テ
ム
を
土
台
に
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。

 
自

立
発

展
性

 
政
策
面
で
の
支
援

は
継
続
す
る
か

 
中
央
政
府
及
び

M
OT

C
の

政
策
は
、
引
き
続
き
道
路
維

持
管
理
を
政
策
上
の
重
点
項

目
と
し
て
位
置
づ
け
る
か

 

・
キ
ル
ギ
ス
国
家
開
発
計
画

 
・
キ
ル
ギ
ス
道
路
開
発
政
策

 
・
関
係
者
の
認
識

 

・
キ

ル
ギ
ス
国

家
開
発
計

画
 

・
キ

ル
ギ
ス
道

路
開
発
政

策
 

・
C/

P、
日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
キ
ル
ギ
ス
の
開
発
政
策
は
道
路
維
持
管
理
を
重
点
項
目
に
指

定
し
て
い
る
。
現
在
策
定
中
の
次
期
道
路
開
発
計
画
（

Ro
ad

 
Se

ct
or

 D
ev

el
op

m
en

t S
tr

at
eg

y ）
も
、
内
容
的
に
は
現
行

か
ら
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
も
政
策
的
な
支
援

は
期
待
で
き
る
。

 

 
M

OT
C

に
は

事

業
を
継
続
す
る
だ

け
の
能
力
が
備
わ

っ
て
い
る
か

 

M
OT

C
に
は
、
協
力
終
了
後

も
活
動
を
継
続
す
る
に
足
る

運
営
管
理
能
力
が
あ
る
か

 

・
M

OT
C
予
算

 
・

M
OT

C
職
員
の
配
置
、
 

定
着
状
況

 
・

M
OT

C
職
員
の
運
営
管
 

理
能
力

 
・

M
OT

C
職
員
の
技
術
力

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

C/
P、

日
本
人
専
門
家
、

そ
の
他
関
係
者

 

・
文
献
調
査

 
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
M

OT
C

の
技
術
者
の
年
齢
構
成
に
は
大
き
な
偏
り
が
あ
り
、

今
後

5年
か
ら

10
年
と
い
っ
た
中
長
期
の
う
ち
に
大
量
の
熟

練
技
術
者
の
退
職
が
予
想
さ
れ
る
。

 
M

OT
C
の
年
間
総
予
算
は
、

20
09

年
ま
で
は
増
加
傾
向
に
あ

っ
た
が
、

20
10

年
以
降
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
総
額

に
お
い
て
は
、
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

20
09

年
以
前
か
ら
現
在
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Summary of Terminal Evaluation 
I  Outline of the Project   
Country: Kyrgyz Republic   Project title: The Project for the Capacity Building of 

Road Maintenance   
Issue/Sector: Transportation  Cooperation scheme: Technical Cooperation Project   
Division in charge: Economic 
Infrastructure Department, JICA 

Total cost (estimated at completion of the Project): 
Approximately 218 million Yen  

Period of 
Cooperation  

R/D: From March 15, 2008 
to March 14, 2011   
Extension: From March 15, 
2011 to September 30, 2011 

Partner Country’s Implementing Organization:  
Supporting Organization in Japan: Katahira & 
Engineers International   
Related Cooperation Project: Dispatch of a long-term 
expert as “Road Administration Advisor”, Grant aid of 
the “Project for the Improvement of the Equipment 
for Road Maintenance in Naryn” 

1-1 Background of the Project 
The transport sector in the Kyrgyz Republic (hereinafter referred to as Kyrgyzstan) depends 

nearly fully on the road traffic, which accounts for 95％ of all transport modes, and it plays a 
substantial role in connecting major cities in Central and Southwest Asia and providing community 
roads to the local residents.  Currently, the total length of road in Kyrgyzstan is approximately 
34,000km, of which the public roads under jurisdiction of the Ministry of Transport and 
Communications (hereinafter referred to as “MOTC”) occupy about 19,000km and the rest is used 
as agricultural and rural roads.  Forty percent (40%) of the public roads are paved.  Some part of 
main roads connecting large cities are not in good condition.  It is estimated that some 200km in 
the country’s road network is functionally lost every year due to the lack of maintenance 
management.  Consequently, the nation is in urgent need of improvement of the roads and 
strengthening of the maintenance management capability.   

The road inventories, though indispensable for road maintenance management, have scarcely 
been updated since the collapse of the USSR, and as for the pavement design, the standards used 
during the USSR era and those issued by the American Association of State Highway and 
Transportation Officials (AASHTO) are in use in parallel; these aspects apparently have to be 
improved.  In addition to that, due to the lack of maintenance management with the life cycle cost 
taken into consideration, the efficiency of the work is undermined.   

In an attempt to address these issues, the Government of Kyrgyzstan requested the 
Government of Japan to extend technical cooperation assistance to the Project and dispatch a 
long-term expert as “Road Administration Advisor.”  In response to this request, JICA conducted a 
preparatory study from October to November 2007, in order to confirm the appropriateness and 
relevance of the requested details of the Project, and signed the Minutes of Meeting (M/M) that 
stipulate that the Project would start in March 2008 with the MOTC acting as the counterpart, 
based on the discussions held with the parties concerned on the Kyrgyz side regarding a general 
outline of the Project.  Furthermore, the study team signed the Record of Discussion (R/D) on the 
implementation of the Project in January 2008.  The focal points in the agreed M/M are as follows:  
  To create a format for the road inventory, which includes all necessary items in a well-organized 

manner, and to distribute it across the country.   
  To analyze the SNIP and other road design standards that are currently used in the country and 

to develop practical manuals that the MOTC can utilize.   
  To implement specific techniques for road maintenance management mainly in Kochkor (DEP), 

where the Government of Japan has extended a grant-aid project for providing major necessary 
equipment and building.   

 
1-2 Project Overview   
(1) Overall Goal   

Road network is properly maintained and economic activities and accessibility to public 
infrastructure are improved.   

(2) Project Purpose   

－　－96



2 
 

Road maintenance capacity (institution, management, technique) is improved.   
(3) Outputs   

1) Revised Road Inventory   
2) Revised Road Design Standard   
3) Enhanced Road Maintenance Management   

(4) Inputs   
Japanese side: Dispatch of Experts: 9 persons (47.77 man/month), Training in Japan: 10 
persons, Provision of equipment: 186 thousand US dollars, Local cost expenditure: 216 
thousand US dollars   
Kyrgyz side: Counterpart personnel: total about 20 persons, Provision of land and facilities: 
office space, local cost expenditure, Budget for the pilot project   

II  Evaluation Team 
Members of 
Evaluation 
Team 

1) Leader: Dr. Nobuyuki TSUNEOKA, , Senior Advisor, JICA   
2) Cooperation Planning: Mr. Yoshinori KITAGUCHI, Transportation and ICT 

Division 3, Transportation and ICT Group, Economic Infrastructure 
Department, JICA   

3) Evaluation Analysis: Mr. Masahiro OSEKO, Consultant, Nevka Co., Ltd.  
Period of 
Evaluation 

From May 27 to June 11, 2011 Type of Evaluation: Terminal Evaluation 

III  Results of Evaluation 
3-1 Achievement 
(1) Achievement of the Overall Goal   

Achievement: Unable to evaluate at present.   The target figure and target year of both of 
Objectively Verifiable Indicators (hereinafter referred to as OVI) 1 (IRI: International Roughness 
Index) and OVI 2 (road closure days in winter season) are not specified, and no data of these two 
OVIs are available.  Therefore, both of OVI 1 and OVI 2 are unable to evaluate at present.  The 
current Kyrgyz national policy of “Road Sector Development Strategy for 2007-2010” (hereinafter 
referred to as “the Strategy”) is obsolete and new version is under drafting.  The Evaluation Team 
recommends MOTC to monitor and evaluate the achievement of OVI 1 and OVI 2 by specifying the 
target figure and target year according to the new version of the Strategy.  Meanwhile, it is 
expected that MOTC keeps collecting data with the assistance of the Road Administration Advisor 
of JICA.   
(2) Achievement of the Project Purpose   

Achievement: A   1) The Road Maintenance Management Manual is planned to be completed 
by the end of the Project.  The Manual was introduced and disseminated to representatives of all 
local offices through seminars and training courses.  But the Manual and knowledge acquired has 
been stayed in the hands of the personnel participated in seminars and training courses, not well 
disseminated to every corner of local offices.  2) The road inventory format is mostly completed 
and has been distributed to all local offices together with computers and the Internet 
communication devices.  The infrastructure for road inventory has thus built for putting it into 
practice.  3) With regard to the quality management of pavement, procurement of laboratory 
equipment has been completed.  The laboratory test handbook attached to the Road Design 
Standard Manual and partial translation of ASSHTO have been completed and ready to use.  
Training courses have been conducted in order to train MOTC personnel on material test in 
laboratory and to introduce and disseminate the handbook and manuals inviting representatives 
from all regions.  However, since there is no laboratory in most of their work places, even though 
they participated in training courses, skills and knowledge learned in the training cannot be 
practiced.  4) Since ADB was conducting a survey on contract-out and privatization of road 
maintenance business, avoiding the duplication of works, the Project has abandoned its activities 
on this issue.  For making the decision of abandonment, the Project requested JICA Kyrgyz Office 
to carry out an extensive survey on the capacity of private construction companies in the country 
and found that the private sector circumstances were not matured enough to promote outsourcing 
of road maintenance works.  5) The pavement roughness monitoring system with using simple and 
inexpensive measuring device namely Vehicle Intelligent Monitoring System (hereinafter referred 
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to as VIMS) has introduced and applied for IRI measurement mainly in model areas of the Project 
covering about 1,800 km.  There are at present five (5) personnel in total who can operate VIMS in 
and out of MOTC.  The monitoring system thus has been established.   

 
(3) Achievement of Outputs   

1) Output 1: Revised Road Inventory   
Achievement: A   The development of new format of road inventory has been almost 

completed.  The road inventory using the new format has been prepared in model areas of the 
Project, while they are now under preparation in non-model areas.  The system was 
developed to indicate pavement deficiencies with IRI, and it is now possible to indicate road 
maintenance points on the inventory.   

2) Output 2: Revised Road Design Standard  
Achievement: B   Items of manuals for road design standard have been determined.  The 

asphalt pavement manual has been prepared.  MOTC staff concerned has understood road 
and pavement study methods through training courses.  And they have been employed in 
model areas of the Project but not in non-model areas.  The laboratory prepared by the Project 
is now able to conduct material tests, and its staff has been trained to be able to be trainers.  
While the knowledge and techniques about asphalt mixing have been improved to some extent 
from nothing, asphalt mix composition design has not been conducted yet.  Training on 
asphalt pavement repair design is planned to be conducted by the end of the Project.   

3) Output 3: Enhanced Road Maintenance Management  
Achievement: B   The Road Maintenance Management Manual is under the finalization 

process and planned to be completed by the end of the Project.  The Project plans to conduct 
seminars for introduction and dissemination of the Manual.  Construction site management 
has been improved through OJT in pilot project and the Construction Management Seminar.  
Road maintenance plan has not been prepared in MOTC, because it is difficult to specify the 
volume of construction work identifying new-born repair places such as holes and cracks.  As 
stated above in 3-1 (2), avoiding the duplication of works with ADB and finding the scarcity of 
private construction companies through JICA’s survey, the Project has abandoned its activities 
concerning outsourcing of road maintenance works.   

 
3-2 Summary of Evaluation Results   
(1) Relevance: Very High   

Objectives of the Project have been highly consistent with targets aimed at both of the national 
development policies of Kyrgyzstan such as the “Country Development Strategy 2007–2010” and 
Japanese ODA policies such as the “Country Assistance Program for the Kyrgyz Republic 
(04.2009)” that have placed high priority on the enhancement of economic potential through the 
construction and rehabilitation of roads.  Regarding the consistency with the needs of target 
group, since the main roads in the country form a part of the Asian Highway, the international 
requirement for the improvement of road maintenance is significantly high.   
(2) Effectiveness: High   

Due to the political turmoil in April 2010 following the former President’ policy for reform of 
government organizations issued in October 2009, the Project was forced to suspend its activities 
for about four (4) months.  Under these circumstances, the Project has been facing the difficulties 
which have negatively affected the smooth implementation of the Project.  However, expected 
outputs of the Project such as the road inventory format, manuals for road design standards, road 
maintenance management manuals and the pavement monitoring and evaluation method are to be 
completed by the end of the Project.  The capacity of MOTC staff has been improved through the 
process of these system development works.  The Project Purpose thus has been mostly achieved 
but only dissemination of these newly developed systems to every corner of the target group has not 
been realized.   
(3) Efficiency: High   

The Project has been implemented efficiently in terms of cost and time through the 
programme approach in collaboration with other Japanese cooperation projects such as the grant 
aid of the “Project for the Improvement of the Equipment for Road Maintenance in Naryn” and the 
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dispatch of a long-term expert as the “Road Administration Advisor.”  The introduction of newly 
developed road roughness measuring method namely VIMS has been functioning for a contribution 
to low-cost and easy-handling road monitoring.  The quality, quantity and delivering timing of 
inputs (human resources, equipment and facilities, training courses and others) from both sides of 
the countries were considered to be appropriate.   
(4) Impact: Very High   

1) Achievement of Overall Goal 
As stated above in 3-1 (1), the achievement of Overall Goal is unable to be evaluated at 

present.   
2) Other Impacts 
・ Recognizing the importance of bridge maintenance and winter season road maintenance, the 

Japanese Experts suggested preparation of those technical manuals and developed them 
together with MOTC staff.  This has extended the scope of work concerning road maintenance 
perceived by the MOTC staff.   

・ The World Bank has started its planning work for the project of road asset management using 
the data and system developed by the Project with a particular focus on the road inventory 
including road roughness measurement method.    

(5) Sustainability: Fair   
1) Political aspect:  

As stated above in 3-2 (1), the “Country Development Strategy 2007–2010” places high priority 
on the road maintenance management.  According to the interview with MOTC counterparts, 
new road sector development strategy, which is under drafting at present, is supposed to be 
mostly unchanged from the former strategy.  Therefore, it is expected that the policy of the 
government of Kyrgyzstan will keep supporting the development of road maintenance 
management of MOTC.   

2) Organizational aspect:  
Due to an unbalanced age structure of MOTC engineers, the massive reduction of skillful 
engineers is expected in a mid-term range for five to ten year.   

3) Financial aspect:  
While the budget of MOTC has been increasing until 2008, it has been decreasing since 2009.  
The budget of MOTC is currently in short supply for its full operation and it could undermine 
the sustainability of financial aspect of the Project.   

4) Technical aspect:  
The project has aimed at preparing the foundation of management system with the 
development of manuals, methods and capacity of MOTC staff.  Therefore, the improvement 
of practical operations of maintenance work at site is beyond the scope of the Project.  Hence, 
the further efforts and inputs of resources would be required for the application of the system 
developed by the Project to the actual operation nationwide.    
 

3-3 Factors promoted realization of effects   
(1) Factors concerning to Planning   
・ The scope of the Project was planned properly without any excess and/or deficiency covering 

all the necessary aspects of the PDCA (Plan-Do-Check-Action) cycle of the road maintenance 
management.   

・ Meeting system in the Project was well organized with a project team member weekly 
meeting, a counterparts meeting, an EC (Executive Committee) meeting and a pilot project 
weekly meeting, and they have been regularly conducted.  This is noteworthy as a proper 
project management aware of the importance of communication management in a project.   

(2) Factors concerning to Implementation Process   
・ Expecting the capacity development, MOTC staff has played the major roles in the 

implementation of all activities in the Project under the guidance and assistance of the 
Experts.   

・ The programme approach composed of the Road Administration Advisor, the grant aid 
project and the technical cooperation project (the Project) has worked significantly effective.  
In this approach, the Road Administration Advisor has coordinated a variety of activities of 
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road administration including construction, rehabilitation, restoration and maintenance.  
The grant aid project has provided facilities and equipment for them.  And the Project has 
structured the system of road maintenance management with the coordination of the Advisor 
using facilities and equipment provided by the grant aid project.   

・ When it was found that ADB was conducting a survey on contract-out of road maintenance, 
the Project had promptly made a decision to abandon its activities on the same topic avoiding 
the duplication.  And on that occasion, in order to make a solid basis for the decision, the 
Project had requested JICA Office to carry out an extensive company survey and found the 
scarcity of capable companies in the country.  This can be highly evaluated as a good 
practice of project management demonstrating a flexible decision making with substantial 
back-up evidence.   

・ MOTC’s high commitment to the Project deserves special mentioning.  It has been 
demonstrated in the assignment of the Minster as the chairman of JCC (Joint Coordination 
Committee), construction of a laboratory for the pilot project under the financial constraints, 
and keeping core members of counterparts unchanging in the movement of reorganization of 
MOTC.   

 
3-4 Factors that impeded realization of effects   
(1) Factors concerning to Planning   
・ The Project has provided laboratory equipment for quality control of asphalt pavement and 

trained laboratory staff in charge.  However the role of the laboratory and how to use the 
laboratory has not been clearly positioned in the current institutional/organizational 
structure of MOTC.  Hence its activity has not been widely recognized among MOTC 
including local offices, which has resulted in little assignment of the work and low morale of 
the staff.   

(2) Factors concerning to the Implementation Process   
・ The Project was forced to suspend its activities for about four (4) months due to the political 

turmoil in April 2010.  Governmental organizations including MOTC have been reorganized 
after that, and it is still affecting the proper operation of public services and the activities of 
the Project.   

 
3-5 Conclusion 

The Project has aimed at the formulation of road maintenance management system, and the 
capacity development of MOTC through its process.  Under the guidance and assistance of the 
Japanese Experts, MOTC staff has played the major roles in developing the road inventory format, 
manuals for road design standards and the road maintenance management manual, and they have 
been disseminated to all local offices through seminars and training courses.  The standards and 
manuals, though, have been acquired only by the limited number of local staff who participated in 
the seminars and training courses.  The evaluation team therefore has reached the conclusion 
that the Project mostly but not fully achieved the Project Purpose.  Challenges which MOTC is 
facing now are to disseminate and implement the system structured by the Project under the 
constraints of human, equipment and financial resources.   
 
3-6 Recommendations   
Recommendations to the Project are as follows:   
(1) The Project is expected to complete the remaining activities such as finalization of the road 

inventory format, seminars and training courses using the road design guidelines, concluding 
of the road maintenance management manuals and local training courses using those 
guidelines and manuals by the end of the Project; and   

(2) The Project is expected to make further efforts to disseminate its results.   
Recommendations to MOTC are as follows:   
(1) MOTC is expected to apply and operate the system developed by the Project extending to its 

jurisdiction.   
(2) All local offices are supposed to complete data entry to the road inventory by the end of the 

Project.  MOTC is expected to support local offices and confirm their data entry results.  The 
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road inventory would help road administrators track road condition, plan repair and 
restoration work, estimate maintenance work and cost, and segment roads for more accurate 
management.  It is expected that MOTC will introduce such a management cycle for better 
road maintenance by the use of the road inventory.   

(3) There is a laboratory for pavement quality control in MOTC, the laboratory of which equipment 
has been installed by the Project.  However, the employment of the laboratory staff is on a 
temporally basis and their status is unstable.  Since this causes uncertainty about the 
sustainability of the Project, it is expected that MOTC should deal with this issue.   

(4) The laboratory has been able to work for securing quality of asphalt produced by the nearby 
plant.  It is also capable of doing quality control of asphalt pavement constructed by MOTC 
and/or contractors.  However its activity has not been widely recognized among MOTC 
including local offices, which has resulted in little assignment in spite of its ability.  MOTC 
should put their function into a right place of its procurement process and clarify the role and 
responsibility of the laboratory.  MOTC is also expected to make an 
institutional/organizational arrangement of authorizing the institute in order for more use by 
local offices and contractors nationwide.  In addition, MOTC has to provide necessary 
resources for proper maintenance of the equipment of the laboratory.   

(5) Recognizing the importance of bridge maintenance and winter season road maintenance, the 
Project has just taken the first step of the preparation of those manuals and guidelines.  It is 
expected that MOTC should take over and complete those activities.   

(6) MOTC is expected to address issues caused by unbalanced age structure of its engineers 
referring to the human resource development plan prepared by the Project.   

(7) MOTC is expected to secure financial resources to cover proper maintenance work.   
Recommendations to JICA 
(1) JICA should help MOTC promote the system developed by the Project.   
(2) MOTC will apply the road maintenance management system developed by the Project to an 

actual operation as stated above.  The Road Administration Advisor should help MOTC settle 
its road maintenance activities into the entire picture of road administration along with the 
new construction and rehabilitation of roads.   

(3) It is also expected that the Road Administration Advisor should assist MOTC conduct an 
extensive road roughness measurement for entire length of major roads in the country using 
the method introduced by the Project.   

(4) JICA is expected to make further assistance in putting the maintenance of equipment provided 
by the Project into proper practice.   

 
3-7 Lessons Learned   
(1) A successful project must have its own clear scope.  Focusing on such a scope and achieving its 

purpose are utmost important.  However in some cases it might create inflexible 
circumstances resulting in a limited success.  The Project has been inviting and using outside 
resources such as the road administration advisor and equipment provided by other grant aid 
projects as well as local contributions.  Since road maintenance is a multi-component and 
multi-player activity, one of the factors of the Project’s success is that the Project has been 
taking this kind of program-type approach.  This approach has been producing collaborated 
spillover effects and more fruitful results.   

(2) The Project has introduced a road inventory system and provided manuals/guidelines for 
design, construction and maintenance.  MOTC is going to employ those system and manuals 
for a better provision of road maintenance and management.  Introduction of those system and 
manuals is also expected to initiate reviewing their way of work and daily business.  It is 
important to assign clear authorities among MOTC and local offices with a necessary 
restructuring of its current organizational function.  The road inventory requires DEP (Road 
Maintenance Office) to collect and input data, PLUAD (Regional Road Maintenance Unit) to 
confirm accurate process of each DEP, and MOTC to establish data base over the country.  
Efforts in further effective use of the road inventory are expected to realize development of a 
better provision of road maintenance and management and to lead to better way of work and 
daily business.   
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(3) The Project has provided equipment for quality control of asphalt pavement for a PLUAD 
(Regional Road Maintenance Unit) and trained laboratory staff in charge.  However the role of 
the laboratory and how to use the laboratory has not been clearly positioned in the current 
institutional/organizational structure of MOTC.  Hence its activity has not been widely 
recognized among MOTC including local offices, which has resulted in little assignment of the 
work and low morale of the staff.  To improve such situations development of a better 
provision of road maintenance and management is an urgent necessity.   

(4) Participation of local offices in road maintenance work is a must.  In this sense the Project has 
not only organized seminars for local offices staff but also trained their staff directly by a visit 
to regional offices.  MOTC counterparts of the Project have kept a close contact with regional 
staff.  Those arrangements have contributed significantly to a smooth implementation of the 
Project.   

(5) It is important to provide a system and technical documents in accordance with needs and 
technical level of the counterparts.  It is also important how to improve the current situation.  
The program-type approach which has been taken by the Project has been useful for covering a 
variety of counterparts’ needs and improving their way of work and daily business as well as an 
appropriate provision of road maintenance and management.   
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